

[image: ]





金の姫と金の王

～神の眠る国の物語～




著者　剛しいら

イラスト　佐倉　汐











電子版　ビーズログ文庫





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




金の姫と金の王

あとがき






[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]






    
    





　神が眠るとき、世界は自ら立ち上がる








◆◆◆






　葬そう送そうの列は、粛しゆく々しゆくと続いていた。一段高い台の上に横たわる、先王の遺体を前にして、人々は儀ぎ礼れい的に短く頭を下げる。僅わずかでも他の弔ちよう問もん者しやより長かったら、新王の機き嫌げんを損そこねることになりそうだと、内心怯おびえていたからだ。

　玉ぎよく座ざには、銀の髪をしたじきに新王となる男が、冷たい目で居い並ならぶ人々を眺ながめていた。

「神らしいことを、一つはしてくれたな。私に玉座を贈ってくれたのだから」

　王城と城下の街との間にある、貴族の屋敷のそこここでも、今こ宵よいは葬そう儀ぎが行われている。

　新王の即位を喜べない者、先王のみに忠誠を示していた者達の葬儀だ。

　残ざん虐ぎやくだった先王の死で、安あん堵どする者はいない。なぜなら新王のほうが、ずっと恐おそろしい王になると、誰もがわかっていた。

　先王は非ひ業ごうの死を遂とげたはずなのに、その死に顔は安らかだ。もはや何も思い悩むことはないと、ほっとしたのかもしれない。

「先王の魂たましいも救ったか？　その程度が、神の限界だ」

　もっと苦しめればよかったのかと、残ざん酷こくなことを考えて、男は一人笑っていた。








◆◆◆






　ウラル歴、五百八十三年。敵国、ハッシュウィルの奇き襲しゆうを受け、王は死に、城を奪われたウラル国だったが、ついにその日、それまで行方ゆくえ不明だった王位継承者アレン王子が、国を奪だつ還かんするために緑の旗を掲かかげた。

　花の紋もん章しようを金きん糸しと銀ぎん糸しで縫ぬい込んだ旗を、ウラル騎士団は誇ほこらしく天に向かって掲げる。

　ハッシュウィルの無敗軍団に、為なす術すべもなく一時は敗退したが、隣国ゴシュラムの騎士団に加わり、再び無敗軍団と戦い勝利を手にしたことで、ウラル騎士団は新たに自信を取り戻していた。

「我が国の窮きゆう状じように対して、自国の不利益になることも恐れず、力を貸してくれた偉大なる王に対し、騎士団諸君、敬意を込めて別れの挨あい拶さつを」

　ゴシュラム騎士団の野営地にいたウラル騎士団は、アレンの腹心ミトリの招集に応じ、急きゆう遽きよ帰国の準備に入った。そしてアレンを先頭に、ゴート王に出しゆつ立たつすることを伝えに向かった。

　ところが王宮の謁えつ見けんの間で、ゴート王はアレンだけを呼び寄せ、困惑した様子で訊たずねた。

「いきなりの出立、何があったのです？」

　側そば近くに寄ってみると、顔つきや姿は似ていても、明らかにゴート王とは違う。

「……あなたは？　陛下とよく似ていらっしゃるが、違いますね？」

「はい、陛下の従い兄と弟このゾード・アリュダスと申します。留守中の影武者を務めておりまして」

　声を潜ひそめて、ゾードは打ち明けた。

「それは失礼した。ゴート王はどちらにおられる？」

「……ウラル国王……」

　ゴート王の従兄弟ゾードは、いきなりその場に跪ひざまずき、王に対する礼をした。そうしなければいられないほど、今のアレンは王らしい威い厳げんに溢あふれていたからだ。

　その朝、アレンは突然、長い間見失っていた自分を取り戻した。

　まさに突然という言葉が相ふ応さわしい変化だ。

　無敗軍団に追われてゾエラ山の谷底に落ちて以来、ずっとまともに話すこともできなかったのが、今では王の威厳さえ身につけている。

「陛下は今、ラウル・フォー・メイデン子爵と共に、ウラルの至し宝ほうを取り戻しに行っております。私は、メイデン子爵がアレン王子だとばかり思っておりましたが、どうやら違っていたようですね。いずこに身を隠していらしたのか存じませんが、ゴシュラムの民に非礼がなかったか気になります」

「ゴシュラムの民には、よくしてもらった。今はまだ、自国を取り戻すので精一杯だが、いずれ復興を成し遂げた暁には、できる限りの返礼をと願っている。国に戻る前に、ゴート王に挨拶したかったのだが……」

「何事もなければ、じきにザルセンの商船に乗って、港に戻ると思います」

「では港で待たせていただく。だが王が、お忍びで出掛けたことが知れたら、いろいろと不都合もあるだろう。我々はラウル・メイデンを迎えに行くということに」

　アレンは目覚める前に、たくさん夢を見た。どこまでが夢で、どこまでが現実かもわからないような夢だ。その夢では、ゴート王と船に乗っていた。

　やはり夢で見たことは本当だった。ゴート王はお忍びで、シーナと行動を共にしている。

　だとしたら夢で見たシーナの怪け我がも、現実なのだろうか。

　アレンはゾードを立たせ、盟めい友ゆうにするように肩を抱いた。

「ゴート王も同行したとは知らなかった。本当に剛ごう胆たんな王だが、身代わりをする従兄弟殿も、気が休まる暇ひまがないだろう」

「ウラル王、失礼とは思いますが、教えていただきたいのです……」

　ゾードは遠えん慮りよがちに訊ねた。

「あなたがここにいるということは、陛下と共にハッシュウィルに向かったメイデン子爵は、いったい何者なのですか？」

「……ウラル神の仮の姿だ。神は、時々我が妹にも憑ひよう依いする」

「ウラル神……」

「ウラル神は、自分の姿を持たないのだ」

　アレンは自分を励はげまし続けてくれた、ウラルのことを思った。

　国に戻ったら、破は壊かいされた神殿を新しくして、再びウラルに相応しい居場所を与えるべきだろう。そしてゴシュラムの治療院のようなものもつくりたいと、アレンは夢を膨ふくらませる。

「何度か宴うたげの席でお姿をお見かけしましたが、今日のウラル王はまるで別人のようです」

　思ったままを口にしたゾードの言葉だったが、多くの人間が同じように思っているだろう。

　アレンは頷うなずき、視線を宙に彷さ徨まよわせながら呟つぶやく。

「ずっと心と体を繫つなぐ糸が切れていた。それを繫いでくれたのは、ウラル神の強い呼びかけだ。ウラル神に何もなければいいが……」

　どうやっても抜け出せなかった心の闇やみから、アレンを救い出したウラルの叫び。

『俺の声が聞こえるなら、助けてくれ』

　まだ脳のう裏りにその声は残っているが、その後は何も届かなくなった。心配だったが、ゴート王がシーナと共にいると聞いてアレンは安心していた。

　ゴート王になら、大切にしてきた妹のシーナを任せられる。

　きっとゴート王は信頼を裏切らないと、アレンは思っていた。

　けれどシーナが怪我をしたのが事実だとしたら、一緒に連れ帰ることはできない。残酷なようだが、シーナ一人のために、帰国の好機を逃のがすわけにはいかなかった。

「ゴート王はご無事だ。それだけは救いだな」

　まるで見てきたように言いきるアレンの様子に、ゾードは不思議そうな顔をしていた。
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　眩まぶしい金色の光が、部屋中を満たしていた。

　春の陽ひを思わせる、優しい光だ。

　その光の中に、死んだはずの父と母がいた。

「お父様……お母様……」

　シーナは手を差し伸べる。だが、すぐ近くにいるはずなのに、どうあっても届かない。

　二人の姿が遠ざかり始めた。追おうとしたが、シーナの足は動かなかった。

　そこに突然、アレンが現れた。

「アレン……」

『もう大だい丈じよう夫ぶだ、シーナ……安心して、ゆっくりお休み』

　アレンが手を差し伸べてくる。その手をしっかり握にぎったと思ったら、、シーナは目を覚ましていた。

　だが、手を握っているのは、アレンではない。ゴート王だった。

「ゴート様……」

「……」

　ゴート王は何も言わず、そのまま顔を近づけてきて、優しいキスをしてくれた。

　驚いたシーナは、思わずウラルを捜してしまった。

『ウラル、そこにいるの？　いったい、何がどうなってるのかしら』

『俺のことはほっといてくれ。もうへとへとだ。ただいまお嬢ちゃんの体を修復中なんでね。話し相手だったらゴート王に頼みな』

『どうしてここにゴート様がいるの？　私……刺されたんだっけ？　そうだ、思い出したわ。逃げる途中で、追っ手の槍やりに刺されたのよね』

『ああ、ああ、そうだよ。で、目覚めのキスはお嬢ちゃんからのリクエストだから、怒ってゴート王をぶん殴なぐったりしないように。もっとも、まだそこまでの体力はないだろうけどな』

「大変だわ……みんなに迷惑掛けてしまって」

　起き上がろうとするシーナの体を、ゴート王はそっとベッドに押さえつける。

　その時初めてシーナは、自分が絹の下着一枚だったことに気がついて、慌あわてて毛布を胸元まで引き上げた。

「ど、どうしようっ」

　ウラルはもうシーナの体を、ラウルに変身させてくれてはいなかった。薄い下着だけでは、胸を隠すことなどできない。

　ついに何もかも知られたのだと、シーナは悟さとった。

「あなたはとんでもないレディだな」

　ゴート王はベッドの脇わきに跪き、シーナを間近に見つめながら笑顔で言った。

「ただ美しいだけじゃない。勇ゆう敢かんで、男勝まさりで、しかもかなりの策さく略りやく家だ」

「ごめんなさい……ずっとゴート様やゴシュラムの人達を騙だましていました」

　シーナはさらに毛布を引き上げ、顔を半分隠しながら、小声で答える。

「聡そう明めいなゴート様ですもの。もう私がラウルだったって、お気づきですよね？」

「ウラル神のことを知らなかったら、私も信じなかっただろう。怪我や病やまいを治すだけでなく、体つきまで変えてしまうなんて……お陰で私は……どうやら余計なことを山ほど喋しやべってしまったらしいな」

　そこで二人は、同時に顔を赤らめて俯うつむいた。

「理由があったのだろうと思うから、責めるつもりはない。ウラル神の加護があった、危険な場所に出向いてもどうにかなっていたのだろう。けれど女の身で敵国に乗り込むとは、無茶しすぎだ」

「お言葉ですが、ゴート様。レディ騎士も同じ女性ですわ。彼女だって戦場に出向いています」

　シーナはムキになってつい反論してしまったが、興奮したせいか、脇腹に引き攣つれるような痛みを感じて顔を歪ゆがめた。

「マッカラン卿きようは、騎士としての教育を受けている」

「私も、剣と弓矢なら学んでいます」

「ああ、確かに素す晴ばらしい腕を持っている。だが、二度と、ハッシュウィルに単身で乗り込もうなどと考えないでくれ」

「それは……命令ですか？」

　シーナは顔を真っ赤にして、怒りを込めて言った。

「心配もさせてくれないのか？　シーナ姫、あなたが目を覚ますまで、私がどんな思いでいたか、考えてみてくれ」

「……」

「言い訳はしたくないが……ラウルだったら……騎士のラウルだったら、あれしきの槍の攻撃など、楽にかわせると思っていた。だからあなたの援えん護ごを、完かん璧ぺきにこなせなかったんだ。そのせいで、その美しい体に、傷をつけてしまった」

　ゴート王はベッドに両りよう肘ひじをつき、両手に頭をのせて、祈いのるように目を閉じた。

　責任感の強い王は、シーナに傷を負おわせたことで自分を責めている。その思いが伝わってきて、シーナはつまらない意地から怒ったことを反省した。

「シーナ姫……」

「はい」

「あなたの金色の髪が好きだ。美しい歌声も、緑の瞳も、そして今は、その傷さえも愛いとしい。剣を手にして勇敢に戦うのもあなたなら、華か麗れいにダンスを踊るのもあなただ。そのどちらにも惹ひかれる。シーナ姫……あなたを愛している。どうか、生涯、あなたを守らせてほしい」

　ついにゴート王は、シーナに求婚してきたのだ。

　何でこんな時にと、シーナは慌てる。

「……私は、噓うそをついていました。その罪は問わないのですか？」

「あなたはゴシュラムに、ウラルの神官を招いてくれた。そのお陰で、何人の命が助かっただろう。罪を贖あがなうに値あたいすることを、あなたは十分に行っている」

　シーナの手を取り、ゴート王は真剣な口調で言った。

「私は……兄に代わって、ウラルを再興しなければなりません」

「アレンのことは同情するが、あなた達には素晴らしい神がいる。いっそウラル神に、アレンの体を与えてはどうだろうか」

「ええ……何度か、そう思いました。でもアレンは死んではいないんです。私は、アレンの復活を待ちたかった……でも、そんなことを言っている場合じゃないんだわ。ハイルは、あんな恐ろしいことを」

　シーナは両手で顔を覆おおった。

　逃げ出すのに夢中で忘れていたが、ハッシュウィルではとんでもなく恐ろしいことが行われていたのだ。

　自分の父親を殺すとは、ハイルは何て恐ろしい男なのだろう。

　そしてあの粛しゆく正せいという名の大だい殺さつ戮りく。

　逆らう者をすべて殺すなど、シーナにはとても考えられない。

「しばらくは忘れていなさい。恐ろしいことばかり考えていては、傷によくない」

　ゴート王はシーナの手を握り、額ひたいにキスしてきた。

「返事は急がなくていいんだ。平和になるまでとあなたが言うなら、私は全力で平和を勝ち取る。そして二度と……あなたを悲しませないと約束する」

　力強いゴート王の言葉に、シーナの心は激しく揺ゆれた。

『ウラル……私、どうすればいい？』

『俺は最近、心の耳ってやつの調子が悪くてねぇ。何を話してたのか、全く聞こえてないからさ、答えられないんだけど』

『こんな時だけ、意地悪なのね』

『シーナ……何もかも俺に依い存ぞんするなって、前にも言っただろう？　自分がどう思ったのか、自分はどうしたいのか、それが一番大事なことだ。俺の人生じゃない。シーナの人生なんだからさ』

『そうね……そうだったわ』

　真実がばれてしまったというのに、ゴート王はシーナを責めなかった。

　ラウルだと思っていたから、平気で本心を晒さらしてきたのだ。よくも騙して、私に恥はじをかかせたなと責めることもできたのにしなかったのだ。

　いろいろと事情があったのだと、思いやってくれる心の広さに、シーナは深く愛されている幸せを感じた。

　シーナは間近にあるゴート王の顔を見て微ほほ笑えんだ。

　そして手を強く握り返す。

「ハッシュウィルの民にも、平和が訪れるよう、共に戦うことをお許しください。お許しいただけるなら、ゴート様と共にまいります」

「あなたらしい返事だな。では戻り次し第だい、あなたの体に合わせた特注の甲かつ冑ちゆうと、細身だが強い剣を用意して贈る。出陣の時は、決して私の側を離れないと約束してくれ」

「よかった……もしゴート様が、二度と剣を手にするなとおっしゃったら、では二度とダンスのお相手はしませんと言うところでした」

　シーナの微笑みに応こたえるように、ゴート王も目を細めて笑った。

　その時、船室のドアが開いて、ジュードが報告してきた。

「じきに港に着きますが、陛下……緑の旗が、たくさん揺れています」

「緑の旗？」

「ウラルの旗でしょ、ジュード」

　シーナは無理にでも起き上がろうとした。その体を、ゴート王は軽く押さえつける。

「ウラル神の力がなかったら、死んでいたかもしれないほどの重傷だったんだ。そんなに急いではいけない。落ち着きなさい」

　自分のマントを取ると、ゴート王はそっとその中にシーナの体を包み込み、そのまま抱き上げた。

「自分の目で見ないと、納得できないんだろう？　そういう人だ」

　苦笑しながらゴート王は、シーナを甲かん板ぱんへと運んでいく。

「ラウル、いや、シーナ姫……ご無事で何よりです」

　すぐにレディ騎士が近づいてきて、恭うやうやしくシーナに礼をする。

「えっ、ジョージア？　何だって？　シーナ姫って？」

　事情のまだわかっていないジュードは、疑わしげにゴート王に抱かれたシーナを見たが、マントの下から覗のぞいている素足を見て、複雑な表情を浮かべた。「えっ？　あれ？　俺達はラウルと一緒にハッシュウィルに行ったんだよな。それがどうして、ここにいるのがシーナ姫になってるの？　ジョージア、説明してくれよ」

「自分の頭で考えるってことをしないのか？」

　レディ騎士は、バカにしたようにジュードを見て言った。するとバズが、二人の間に割り込んできた。

「いや、俺様も説明してほしいです。神様が人の間を、自由に行ったり来たりできるってのはわかりました。その神様は、今、怪我したメイデン子爵の中にいるんでしょ？　なのに怪我してるのがシーナ姫ってことは……あれ？　やっぱりおかしいですよ。それじゃメイデン子爵とシーナ姫が、同じ人間だってことになっちゃう」

「……バズ……」

　ジュードは僅か下にある、バズの肩に両手を置いて、しみじみとした口調で言った。

「なっ、おまえだって、おかしいって思うだろ。あの大食いラウルがだよ。大酒飲みでな、揚あげパン早食い勝者のラウル・メイデンがだな、ウラルの王女のシーナ姫って、あり得ないって」

「だけどここにいるのはシーナ姫で、俺様達は、ずーっと海の上だったんですよ？」

「わかった！」

　ジュードは突然、拳こぶしを握りしめて叫んだ。

「シーナ姫は荷物の中に隠れてたんだ。それでラウルは、神様ごと海に飛び込んで、さっさと泳いで先に帰った。どう？　ジョージア？　正解？」

「……ほんの僅かでも、ジュードに知性があるなどと思った私がバカだったな」

　レディ騎士は、がっくりと肩を落としている。

「みんな、すまない。私のせいで混乱させてしまって」

　シーナはあえて、ラウルの口調で言った。

「私がラウル・フォー・メイデンだ」

「えっ？」

　ジュードとバズは顔を見合わせ、それからシーナを無遠慮にじろじろと眺め回した。

　もうすっかり馬香油の効きき目はなくなり、髪はふわふわとした巻き毛に戻っている。そしてマントに包まれているとはいえ、ゴート王が抱いているのは、明らかに女性の体だった。

「ごめんなさい。ウラル神の力を借りて、アレン兄様のふりをしていたの」

　今度は逆に、シーナの口調で話しかける。

　するとジュードとバズにも、やっとここにいるのがラウルに化ばけたシーナだったとわかったようだ。

「アレン兄様は、心が壊れてしまって……」

「ま、待ってくださいよ。あそこの緑の旗を持った軍団の中にいるのは、アレン様じゃないんですか？」

　バズは岸に向かって大きく手を振りながら言った。

　もう港はかなり近づいてきていて、皆の目にも出迎えているウラル騎士団の姿が見えるようになっていた。

　騎士団に守られるようにして、中央にいるのはアレンだ。

　金色の髪が、陽を浴びてきらきらと光っているからすぐにわかる。

「アレン……戻ったんだわっ！」

　シーナは思わず身を乗り出しそうになって、ゴート王に抱き留められる。

　船に向かって、ウラルの旗が大きく振られた。その旗の中に、アレンの金の髪が見え隠れしていた。

　船はゆっくりと桟さん橋ばしに近づき、ついに係けい留りゆうされた。

　ゴート王はシーナを抱いたままで、船を下りていく。真っ先に出迎えたのは、アレンだった。

「アレン王、大切な妹君に傷を負わせてしまった。まずそのことを謝る」

　ゴート王の言葉に、アレンはわかっていたというように頷いた。

「いえ、シーナが自ら神の奪還を願ったのです。こうして無事に戻ってきたことを、感謝しております」

　ミトリはすぐにゴート王の手から、シーナを受け取ろうとした。けれどゴート王はそれを断り、重いだろうにそのままシーナを抱え続けていた。

　シーナは恥ずかしかったが、マントの中は下着一枚の姿だ。ゴート王に抱かれて、寄り添っているしかない。

　そんなシーナの様子を、アレンは愛しげに見つめていた。

「今は……自分の陥おちいっていた闇について、話すことができません。いずれ……父のように尊敬し、兄のように慕したうゴート王には、何もかも話すつもりでおりますが」

「まずはアレン王、貴殿の帰還を心より祝おう。けれどその様子では、すぐにでもウラル国に戻るつもりだな」

「はい。ハッシュウィルから、自国を取り戻します。殺された両親の亡なき骸がらを弔とむらい、民に平和な暮らしを取り戻さなければなりません。それが王となる者の務めですから」

　凜りんとした表情で言うアレンに、ゴート王は静かに頷く。

「援軍と、救援物資を調ちよう達たつして、すぐに送り届ける。その代わりと言っては何だが……」

　ちらっとシーナに視線を向けたゴート王は、照れたのか早口で言った。

「シーナ姫は怪我をしているのだ。治るまで、ゴシュラムの城で預かりたい」「そうしていただければ助かります」

　アレンはシーナに近づき、手を取って唇くちびるを押し当てた。

「シーナ……ウラル神を取り戻すために、尽じん力りよくしてくれたことを感謝する」

　その言い方は、もう兄のものではない。

　王のものだと、シーナは寂さびしさを感じた。

　まるで公務についている時の父のようだ。私室に戻った時の父は優しかったが、王である時は威厳があり、子供達にも厳しかった。話し方もいつも、臣しん下かに対するように素そっ気けない。そんなところまで、アレンはそっくりだ。

「ゴート王の厚こう情じように甘え、その身をゴシュラムに預ける。ウラルの王族らしく、無む謀ぼうな行動は慎つつしむように」

「はい……お兄様」

「そしてシーナ……もしまた、私に何かあった時は……いずれ生まれるだろう、シーナの子供に王位を継つがせてくれ」

「アレン……」

　目覚めてから、すっかり大人の顔になってしまったアレンは、ひどく真ま面じ目めな顔でゴート王とシーナを見つめた。

「ゴート王、私はまだ正式に戴たい冠かんもしておりません。いずれ戴冠をして正式に王位を継承いたしますが、次代の王について、ここで証人となっていただきたい」

「いいだろう。証人となる」

「敵はハッシュウィル。ハイル王子は私に対して、並々ならぬ敵意を抱いだいているようです。今後の戦いで、いつ命を落とすかもしれません。私が落命した時は、男女を問いません。シーナの子供の一人に、我が王国を継がせてください」

「なぜ、シーナ姫が王位を継いではいけないのだ」

　女性しか世継ぎが生まれず、女王が国を統治することもある。ゴート王が疑問に思うのも、当然だろう。

「私のせいで、シーナにはいろいろと苦労をかけました。だからこそ、別の幸せを見つけてほしいのです。たとえ玉座に十年王が不在でも、ウラルの忠実な民はしっかりと国を守ってくれるでしょう」

「シーナ姫が誰とも婚こん姻いんしないとは、考えてもいないようだな」

　つい先ほど、船室でシーナに求婚したばかりのゴート王は、おかしそうに微笑む。

「はい、考えてもいません。自分で運命を切り開いていける、強い心の持ち主です。そういった女性を伴はん侶りよとしたいと思う人間は、きっといると信じていますから」

　もう二人のことはわかっているというように、アレンはシーナを軽く抱きしめ、そしてゴート王の腕を軽く叩たたいた。

「ゴート王、あなたと剣を交まじえることがなかったのは、最大の幸運でした。私は自分の剣に自信を持っていましたが、あなたには負けたかもしれない」

「嬉うれしい評価だ」

「剣ではなく、いずれ祝福の場で杯さかずきを交かわしたいものです」

「そうだな……アレン王、今のあなたはまさにウラルに相応しい王だ。神にも祝福されている。迷わず進み、自国を無事に取り戻されることを願っている」

「ありがとうございます。数々の恩に対する返礼はいずれ」

「いや、返礼など望まぬ。私はすでに……貴殿から最高のものを贈られた」

　ゴート王はそれとなく、腕に抱いたシーナを示した。

「ウラルの至宝だ……国一つ、いや、それ以上の価値がある」

　シーナは真っ赤になって、顔を伏せた。
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『な、何なのよっ、二人して。恥ずかしいから、もうやめてっ』

『いいじゃないか。男には決めないといけない時があるんだよ。観客も多いしさぁ。でもこれで、シーナ、婚姻からは逃げられなくなったな』

　ウラルがにやにやと笑っている気配がした。

『おめでとう、シーナ。いよいよゴシュラム王妃だな』

『こんなとこで言わなくてもいいのに……ゴート様のバカーッ』

『照れなくていいの。人間、素直が一番だ』

「公正なるゴート王とゴシュラムに神の祝福を」

　アレンが叫ぶと、ウラル騎士団がそれに和して叫んだ。そして一行は、すぐに出発の態勢を整えた。

　行ってしまう。せっかく目覚めたというのに、アレンはまたシーナの側から離れていってしまうのだ。

　けれど今は寂しくない。ラウル・フォー・メイデンとなって過ごした日々が、シーナに一人になっても歩けることを教えてくれたのだから。








◆◆◆






　ゴシュラムの城まで、ゴート王はずっとシーナを側から離さなかった。馬車によって城まで運ばれたシーナは、そのまままたゴート王に抱きかかえられて、ゴート王の部屋の隣に運び込まれた。

「王妃のために用意されていた部屋だ。文句を言いたくても、言わせないぞ」

　豪華な天てん蓋がい付きのベッドにシーナを横たえると、ゴート王は側近に命じた。

「すぐにシーナ姫付きの女官を数名集めろ。責任者は皇こう太たい后ごう付きのアナシス・フォンベルトにするように」

　側近は頷くと、部屋を立ち去ろうとした。

「それとすぐにシーナ姫の食事の用意を整えろ。メイデン子爵並みの量を用意するように」

　その命令に、側近は困ったような顔をした。まさか怪我をしたレディが、そんなに大量に食べるとは思えなかったのだろう。

「陛下……そんなにたくさんの女官は必要ありません。レディ・アナシスと、あとはメイデン子爵付きだったオズベルトだけで」

「オズベルトは少年とはいえ男だ」

　ゴート王はむっとした顔をする。

「着替えなどは手伝わせませんから」

「そんなに気に入ったのか？」

「とてもよくしてくれました。いずれは……もしかしたら、ウラル王になるかもしれない、その、まだ生まれるのかどうかもわからないけど、わ、私の子供の側近に」

　真っ赤になりながらシーナが言うと、途端にゴート王は笑顔になった。

「そうだな。私も側近のマシアスには、幼少時から世話になっている。よい側近というものは、王族にとっては家族同様だ。わかった、ただちにオズベルトを呼び寄せるが、身の回りのことは女官に任せるように」

「はい……」

「傷はどうだ？　ウラル神もお疲れだろう。もう何も心配する必要はないのだから、ゆっくり休むといい。退屈なら、サナを呼べばいい。歩けるようになったら、ぜひ、皇太后にも挨拶してくれ」

「……はい……」

「マシアス、私は今から入浴と着替えをする。用意してくれ」

　畏かしこまりましたと側近が言う前に、ゴート王はシーナの上に屈かがみ込んで、そっとキスをしてくる。

「しばらく一人にさせることになる。何か不自由を感じたら、すぐに言いなさい」

「……はい……」

「夢のようだ……すぐ側にいつもあなたがいる。もうかくれんぼは終わりだな」

　再びキスすると、ゴート王は上機嫌で部屋を出ていった。

『……ウラル……疲れてる？』

『ああ、ただいま休憩中。ゴート王の体に入って、船で少し食事したがあれじゃ足りない。食事はまだかな』

『私……自信なくなってきた』

『何だよ、急に』

『あの人とうまくやっていけるかしら……』

　やっと一人になった。そしてシーナは天蓋付きベッドの天てん井じようを見上げながら、ほっとため息をつく。

『愛されてるんだろ。贅ぜい沢たく言うんじゃないの』

『だって……ラウルの時は、あんなに自由にさせてくれたのに、シーナだとわかった途端にあの態度の変化ってどう？　みんなが見てるのに、ずっと私を抱っこして、まるで赤ちゃんみたいに扱って』

『ラウル・メイデンにだって、ゴート王は同じようにしたさ』

『そんなことないわよ』

　ラウルだった時の自由さを、シーナは思い出していた。

　一日をどう過ごすか、自分で考え自分で行動する。いちいち、誰かの機嫌を取って決めたりしなくてもいいのだ。

　王女だった時に感じた束そく縛ばく感から逃れ、やっと自由になれたと思ったら、結局は元に戻ってしまったようだ。

『レディ騎士が羨うらやましい……』

『だったらゴート王と別れて、騎士の修業にでも行けばいい。だけど俺はもう助けないぞ』

『わかってるわ。私は、レディ騎士みたいに強くない。ウラルがいたから、やってこられたんだって、わかってるわよ』

『いいか、お嬢ちゃん。好きな男に嫌われたくないからって、何も相手の言いなりになることはないのさ。王妃だろうと王女だろうと、自分の好きなことをしていい。狩りをしたり、剣の稽けい古こをしたり、好きにしていいんだ』

『だって……』

　ゴート王はあの調子だったら、シーナの何もかもを縛しばりつけてしまうような気がする。ラウルとシーナが同一人物だと頭ではわかっていても、目の前にいるのが今はシーナだから、どうしても保護者的な立場を取りたがるのだろう。

『本当は、まだみんなと一緒に戦いたいの。だけど今回怪我したから、ゴート様はきっと連れていってくれないわ』

『そうかな？　甲冑と剣の約束は？　あの王は、簡単に約束を破るような男じゃないぞ』

『あの時は、私にはいと言わせるために、いい顔したのよ』

『あららぁ、いつからお嬢ちゃん、素直じゃなくなったんだ。もしかしてアレンの勇姿を見て、羨ましくなったか？』

　ウラルはいつでも、シーナの本心をあっさりと見抜く。

　そのとおりだ。元に戻ったアレンが眩しい。自分もあんなふうに、ウラル騎士団を率いて凱がい旋せんしたかったのにと、シーナは羨ましかったのだ。

「失礼いたします……シーナ姫。女官長を賜たまわりました、アナシス・フォンベルトと申します。フォンベルト子爵家の次女として生まれ、十七歳より王宮に上がり、以後、十五年間、皇太后様の女官を務めてまいりました」

　部屋に入ってきたその女官の姿を見た瞬間、シーナはこれは強敵だと思った。

　首まで隠した地味なドレス。化粧は薄く、髪はきっちりと結ゆわれていて乱れもない。こういった女官は、決まりとかお約束とかいう言葉が大好きなのだ。

「ただ今より、シーナ姫のお世話をさせていただきます。ご事情は伺うかがっておりませんが、お怪我をなさっていらっしゃるとのこと。入浴は難しいでしょうから、今より、そのままでお体を清めさせていただきます」

「ありがとう、レディ・アナシス」

「どういたしまして……それでは失礼して」

　アナシスが軽く手を挙げると、大きな陶器の洗面器とタオル、それにお湯の入ったピッチャーを手にした侍じ女じよ軍団が、ぞろぞろと部屋に入ってきた。

　アナシスは指先をせわしなく動かすと、そっとシーナの下着を脱がせ始める。そして腹部の縫ほう合ごう痕あとを見て、眉まゆを顰ひそめた。

「おいたわしい……姫君ともあろう方が、このような傷を……。敵国のハイル王子に、お命を狙ねらわれていたというのは、本当だったのですね」

　どうやら城内の人間は、勝手に勘かん違ちがいしているようだ。だが真実を告げる必要もない。シーナは温かいタオルで、全身が磨みがき上げられていく間、じっとしているしかなかった。

　もしアナシスが男だったら、優秀な指揮官になっていただろう。ともかく手て際ぎわがいい。シーナはベッドで横になった状態で、髪まで綺き麗れいに洗ってもらえたのだ。

　シーナの体を移動させ、ベッドの端から頭を出した状態で、僅かの湯で綺麗に髪を洗ってみせる。そんなことのできる女官は、シーナには初めてだった。

　体を拭ふき終わると、絹の清せい潔けつな下着に、柔やわらかな寝ね間ま着きを着せられた。そして幾いくつもの枕で上半身を支ささえるようにしてシーナの体を起こすと、アナシスはベッド用の小テーブルをシーナの前に置いた。

「ベッドで食事をするなんて、初めて」

　そんなことでわくわくしてしまうシーナに、アナシスは困った姫だことといった顔をする。

「お怪我をなさっているのに、通常のお食事でいいとのことですが……よろしかったでしょうか？」

「ええ……お願いします」

　ウラルがいると、人生は倍楽しくなる。何しろおいしいものを、いくら食べてもお腹がいっぱいになるということはないのだから。

「麦のお粥かゆなどのほうが、よろしいかと存じますが」

「いいえ……揚げパンもあったらお願いします。それとお肉と卵、チーズも欲しいわ」

『ついでにワインも……よろしく』

「つ、ついでに、ワインを一杯……」

「ワインですか？　お怪我なさっているのに？」

「え、ええ。我が王家、独特の治ち癒ゆ法です。どうかお気になさらずに」

　アナシスは天を仰あおいだ。

　いきなりワインを要求してくる姫君なんて、アナシスの知っている姫の中にはいなかったのだろう。

『いやあねぇ、これでまた変人扱いだわ』

『俺だって頑がん張ばったんだ。ご褒ほう美びがあってもいいだろ？』

　その時、居並ぶ侍女軍団の後ろに、ほっそりとしたオズベルトの姿が見えた。

「オズベルトッ！」

　旧友に巡めぐり合えたような喜びをシーナは感じ、笑顔でオズベルトを手招きした。

「シーナ様……」

「食事の世話はあなたがいいわ。今ね、私、ラウル並みにお腹なかが空すいてるの。お願いできる？」

「もちろんです、姫様。僕に任せてください」

　オズベルトは顔を輝かせて、得意げに言った。

「女官長様、シーナ様のお料理を、僕に選ばせていただけますか？」

「……よいように、取り計らいなさい」

「はいっ」

　勢いよくオズベルトは、厨ちゆう房ぼうに向かっていった。

『きっとオズベルトも気がついたんだわ。私がラウルだって』

『そうだな。今日のアレンの様子を見たら、みんなあれはラウル・メイデンとは違うと思っただろう』

『ええ、そうよ、だってあれがアレンですもの。私はアレンのふりをしていたけれど、結局アレンにはなれなかった』

　シーナはまたもや、アレンがウラル騎士団を率いて雄お々おしく戦う場面を想像して、心を曇くもらせた。

『それでいいのさ。でも忘れるな。ゴシュラム騎士団が必要としたのは、アレン王じゃない。名もない騎士、ラウル・フォー・メイデンだったことを』

『……そうね……そうだった』

『ラウルはアレンじゃない。シーナだ。ゴート王だって、相手が最初からアレンだったら、あんなに親身になってくれたかどうかはわからない。何て言ったらいいのか、神様としても難しいとこだが、そこはさ、ま、男と女の感性の違いだよ』

『どう違うって言うの？』

『男は優しさや思いやりを示すのが下へ手ただ。ラウルは自然に、誰にでも優しくしたり、思いやりを示せる男だったから、皆に愛された。違うか？』

　そう言われても、シーナにもよくわからない。今となっては、元気になってもラウルに戻れないのが残念だと思うばかりだ。

「お食事が用意できるまでの間、失礼だとは存じますが、お体を測はからせていただきます」

　アナシスは生き真ま面じ目めな顔をして、シーナの体を測るためのメジャーを用意した。

「ドレスを作ってくださるおつもりなら、あまりたくさんはいらないと陛下にお伝えください」

「畏まりました。お伝えしておきます……が、不思議です。ウラルの方々は、お食事をたくさん摂とられても、お太りにはならないのでしょうか？」

　シーナのサイズを侍女に控ひかえさせながら、アナシスは不思議そうな顔をする。

「私だって、いつも大食いなわけではありませんわ」

　引き攣った笑いを浮かべて、シーナはされるままになっていた。

『きっと変な姫だと思われてるわね。でも、ラウルだったら大食いでもいいの？　それがおかしいと思うんだけど』

『俺がいる間だけさ。大食いでいられるのもな』

『そうね』

　何だかいい匂いがする。シーナは顔を上げて微笑んだ。

「揚げパンの匂いだわ」

「あんな庶民の食べ物がお好きだとは……」

　アナシスが呆あきれる中、オズベルトが大量の揚げパンの入った籠かごを、恭しく捧ささげ持って現れた。

「姫様……揚げたてです。蜂はち蜜みつパンもご用意しました。鵞が鳥ちようの卵と、塩漬け肉です。それに新鮮な果くだ物ものもたくさんあります……姫様……あの、僕を呼んでくださって感謝しています。あの、それでメイデン子爵は……」

　オズベルトは周りに侍女がいるので、訊ききたいことも訊けずにいる。

　その様子にシーナは微笑んだ。

「アレンは国に戻ったわ。もう……ラウルはいなくなったの。でもオズベルト、あなただけでも、ラウルのことを忘れないで。現実にいた人間ではないけれど、彼も……きっとみんなに忘れてほしくないと思っているはずだわ」

「はい、僕は、決してメイデン子爵のことは忘れません。あの方が大好きでした」

「ラウルもあなたのことが大好きだったでしょう。オズベルト、これからは私をラウルだと思って、側にいてね」

「ありがとうございます、姫様。それであの、白しろ豹ひようはこちらにお連れするべきでしょうか？」

　オズベルトの目は、本当はあなたがメイデン子爵だったのではないですかと、言いたがっている。けれど賢かしこいオズベルトは、直接口には出さずに、白豹を持ち出した。

「ええ、すぐに連れてきて。白豹ウラルに会いたいわ」

『うん、俺も会いたい。今夜あたり、シーナから抜け出して、あの綺麗な体に入りたいな』

　シーナもウラルも、白豹に会いたくてにこにこしていた。

　ところがアナシスだけは、大きく目を見開いて、ぶるぶると手を震ふるわせていた。

「シ、シーナ姫。まさかこの部屋で、あの白い大猫を飼かわれるおつもりですか？」

「いけなくて？　あれは兄が陛下から戴いただいた、大切な獣けものですわ。今では私にとても懐なついていて、お利り口こうですから、ご心配なく」

　そう言いながら、シーナは次々とテーブルに置かれた料理を口にしていった。

　鵞鳥の卵を五個。揚げパン一籠、チーズの塊かたまりを平らげ、塩漬け肉を食べたと思ったら、林りん檎ごをむしゃむしゃと齧かじっている。そしてワインを一気に空あけた。

「おいひいわ、オジュベユト」

　にこにこと笑うシーナに、オズベルトは輝くような笑顔を向けた。

「召めし上がっている時は、メイデン子爵にそっくりです」

「ほう？　だったら、これじゃ足りないって、わかうわよね」

　さらに蜂蜜パンの籠に突入したシーナを見て、オズベルトは大きく頷く。

「そろそろ次の揚げパンが出来上がると思いますので、ただちにお持ちいたします」

「ありがほう」

　体中にエネルギーが溢れていくのが、はっきりとわかる。ウラルもワインで元気になったようだ。

『ふぅっ、これでどうにか消えずにすみそうだ。早く元気にならないとな、お嬢ちゃんの傷も治せない』

『ここまで治してもらったら、もう十分よ。私は、生きていられただけで幸せ』

　ハッシュウィルでは今も、粛正という理由で残虐な殺戮が行われているのだろうか。

　ハイルを討うちたい気持ちは、今もシーナの中から消えない。けれどこのままでは何もできないのが、何としても歯がゆかった。
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　ゾエラ山を通ってウラルに入る道は、ウラル兵の有ゆう志しによってすでに修復されていた。アレンを谷底に突き落とした岩は取り除かれ、危険ではあったが細い道が繫がっていた。

　街道にはハッシュウィルの兵がいて、入国しようとする者を監視している。だがさすがにこの険けわしい山道を、監視する者はいなかった。

「そろそろウラル領内か」

　アレンは谷底を見ながら、ミトリに向かって呟く。

「はい、ウラル領内に入りました」

「もう何年も、戻っていないような気がする。それほどの時は経たっていないはずなのに」

　谷底に流れる川には、ウラル兵の遺体がそのままに放置されていた。すでに山犬や烏からすの餌え食じきとなって、ほとんどが骨だけの姿だ。アレンは目を伏せ、心から冥めい福ふくを祈った。

「そろそろ領内に入る。無敗軍団はすでにハッシュウィルにほとんど戻り、常じよう駐ちゆうしている兵の数は少ない。しかも王の訃ふ報ほうが届いて、動揺しているはずだ。もはやハッシュウィルの兵は恐れるに足りない」

　ミトリは後続の騎士団に向かって、檄げきを飛ばした。

　アレンの意識がない間、ミトリは一人、ウラル騎士団を存続させるために働いていた。こうしてアレンが目覚め、帰国できるようになった今、ミトリはアレンのためにこれだけの数の騎士団が残っていたことを、誇ほこりに思っているだろう。

「ハイルは父王まで殺したのか……」

　ハッシュウィルから戻ったジュード達によって、その情報はもたらされた。

　アレンはその知らせに驚き、そして悲しんだ。

　敵に親を殺されたことで、アレンはどれだけ苦しんだだろう。そんなアレンからしてみたら、自分の親を殺すなど、とても人のすることには思えない。

　ハッシュウィルには、そんなハイルを王とすることに疑問を抱く人間はいないのだろうか。

　いたらとうに殺されていると、アレンは納得した。だからこそハイルは、さらなる国内の粛正を急いでいるのだ。

　木々の間から、城の尖せん塔とうが見えてきた。生まれ育った城を見て、アレンの胸には万ばん感かんの思いが過よぎる。

　ついに戻ったのだ。

　一度は死んだとアレンは思う。頭部を打った衝しよう撃げきからか、記憶はほとんどなくなっていた。もしあの後で、ウラルが入ってこなかったら、アレンは二度と心を取り戻せなかったかもしれない。

　生きていることに感謝しながら、アレンは城へと続く道に近づいたが、そこで絶望的な思いを味わわされた。

　かつてはそこにあった橋が、崩くずれ落ちていたのだ。

「谷に下りるとなったら、かなり迂う回かいすることになるな」

　ミトリを振り返り残念そうにアレンが言うと、ミトリは穏おだやかに微笑んだ。

「ご安心を」

　ヒュッとミトリが口笛を吹くと、城のある側から数人の男達が出てきて、崖がけ下したの窪くぼみに下りていく。そして枝葉が積み重ねられたようにしか見えない場所から、何と吊つり橋が現れた。

「ゆっくり渡れば、馬と人でも大丈夫です」

　アレンを安心させるようにミトリは言った。

「いったいいつの間に、こんなものを」

「私達が城を出てから、すぐに橋を壊してくれたようです。そのせいで追っ手の数も少なくてすみ、その後ウラル側からゴシュラムに侵攻してくることも阻そ止しできました。お戻りになる日のためにと、ハッシュウィル兵の目から逃れて用意したものです」

　騎士の一人が、矢にロープを結んで対岸に向けて射る。そのロープを橋の一部に結わえ付けた。騎士達は馬を下り、総出で橋をこちら側に引き寄せ、早さつ速そく固定作業に入った。

「私がいない間に……ミトリ……いろいろと苦労を掛けたな」

「いいえ……騎士達も帰れるのを楽しみにしています。無敗軍団の火器の前に、一時は絶望的な思いに囚とらわれましたが、メイデン子爵が……いえ、ウラル神が爆薬のほとんどを使えなくしてくれたので、また勇気がわいてきました」

「……そうか……私の知らない間に、メイデン子爵がやってくれたということか」

　アレンはすまないと思うと同時に、シーナに嫉しつ妬とする。なぜならシーナは、ウラル神の力を借りて、思ってもいない戦略を経験できたのだ。

　平和な時代の王子だったアレンは、戦略など学んではいたが、実戦の経験はない。まともな戦いは、シーナと同じようにこの国を逃げ出す時が初めてだった。

　ウラル神がアレンの体を使って戦ってくれていたら、あるいは記憶が残ったのにと、残念でならなかった。

　だがアレンは、そう簡単にウラル神に頼ることはできない。王というものは、自らの考えで何もかも決めなくてはいけないと教えられたからだ。

　騎士達は隠しておいたロープを使って、吊り橋を何重にも補強する。

「こちら側からは、決してハッシュウィルの兵を逃がすな。ゴシュラムまで逃げ延びたら、ゴート王に迷惑を掛けることになる」

　アレンの言葉に、騎士団は頷いた。

　騒ぎを聞きつけたのだろう。ハッシュウィルの兵の姿が見えた。するとアレンは単身、まだ完成していない吊り橋を、走って渡り始めた。

　その手にはしっかりと剣が握られている。

「アレン様っ！」

　ミトリも慌てて後を追ってくる。

「誰か弓をっ。敵兵を狙え。橋を守るんだっ」

　城の側でも、吊り橋を支し柱ちゆうに固定する作業が続けられている。けれどその作業をしているのは、兵士ではない。武器も持たない男達を守るために、アレンは自ら危険も顧かえりみず走ったのだ。

　数本の矢が、ハッシュウィル兵を射い貫ぬいた。その叫び声を聞いて、ばらばらと集まりだした兵の前に、アレンは立ちはだかった。

「情なさけはかけぬっ」

　アレンの剣が、兵の体に突き刺さった。

　迷うことはない。アレンは心を無にして、敵兵を倒していく。

　戦いながらアレンは、自分はこうして非情になれるが、心優しいシーナにとって戦いの日々は辛つらいものがあっただろうなと思った。

　シーナに王位を継がせたくないと思ったのは、それもあったのだ。

　たとえ女王といえ、いざとなったら非情な決断を下さなければいけなくなることがある。人の生死を決定する権限が、王にはあるからだ。

　シーナ、いつまでも花の中で笑っていてくれ。

　敵兵を一人、また一人と倒しながら、アレンは願う。

　いつもうるさいくらいアレンにつきまとい、何もかも一緒にやりたがったシーナ。そのお陰で、剣も弓矢もうまく扱えるようになった。

　ドレスを嫌いやがり、アレンと同じ格かつ好こうじゃないと嫌だと泣いていたシーナ。

　両親もシーナには弱かったのか、そんなわがままを許して育てた。

　けれどいつからだろう。シーナはドレスを着て、竪たて琴ごとを習うようになった。そして声はどんどん澄すんで美しくなり、人々の胸を打つ歌を歌えるようになっていた。

　あの頃から、二人の間は離れていったように思う。

　アレンは剣の腕を磨き、戦略と帝王学を学び王となるべく歩み始めていた。シーナとはたまに剣を交えたが、あくまでも妹の遊びに付き合っていた程度だ。

　けれどそのお陰で、シーナは生き延びた。もし姫だからというだけで、剣を持たせなかったら、とうにシーナはハッシュウィルに連れ去られ、ハイルの弟に陵りよう辱じよくされていただろう。

「橋が架かかりました」

　アレンを助けながら、ミトリが叫ぶ。

「よし、全員、そのまま私に続け。城を取り戻すっ！」

　考えていたより、ハッシュウィル兵の姿はずっと少なかった。

　ウラル騎士団は、勇敢に戦いながら城に向かっていく。そこには進しん駐ちゆうしている兵達の隊長がいるはずだった。

　ハイルの当初の目的は、やはりゴシュラム攻略だったのだろう。そのための実地訓練の意味で、ハイルはウラルを奇襲して攻め落としたのだ。

　これまであまり知られていない爆薬は、確かに効果があった。火矢や投石とは明らかに違う威い力りよくがある。火矢なら刺さっても消し止められるし、投石だったら当たった一部が破壊されるだけだ。

　けれど爆薬は、一瞬にしてすべてを吹き飛ばす。一度に何人もが犠ぎ牲せいになってしまうのだ。

　ウラルはハッシュウィルにあった、ほとんどの爆薬を使えなくしたという。もしその爆薬がまだあったら、ゴシュラムも国を守りきれなかったかもしれない。

　ハイルの計画は、ゴシュラムを攻めきれなかったことで、大きく狂ったのだろう。ウラルを起こすことがなかったら、今頃はゴシュラムに続き、ザルツもシェルランドもハッシュウィルに侵攻されていたはずだ。

　少しずつ前に進みながら、アレンは荒れ果てた城の様子に呆ぼう然ぜんとする。

　かつては美しい城だった。特別に贅を尽くしていたわけではないが、小国の王の居城としては申し分のないものだったのだ。

　それが今は呪のろわれた古城のように見える。

　この城にハイルも何度か訪れたのだろうか。

　そして何を思ったのか。

　かつてシーナに求婚するために、この城を訪れた時には、たいして興味もなさそうにしていた。けれど内心では、こうして破壊することを想像して笑っていたのだ。

「ハイル……もう二度と、この城には入らせない。ここは、私の城だ」

　ついにアレンは、ミトリと共に城の中に踏み込んだ。

「失った時間は取り戻せない。だがミトリ、我々には未来がある。私はこの城を、必ず元どおり、美しい城にしてみせる」

「はい、アレン様、そうなると私は信じておりました」

　謁えつ見けんの間に置かれた玉座だけは、なぜか無事だった。けれどそこには、ウラルの管理を任された隊長が、まるで王のように日々座り、ウラルの民に非道なことを命じていたのだろう。

　城内に残っていた兵が、ばらばらと出てくる。

「ウラル王が戻った。もう好きにはさせぬ。降伏する意志のある者は、剣を捨てて表に出ろ」

　気迫のこもったアレンの声に、ついに隊長らしき男が前に出てきた。

「これはこれは……死んだという噂うわさも流れていたのに、今頃になってお戻りか」

　ほとんどの兵をすでに失っているというのに、隊長にはなぜか余裕があった。

　その理由は想像がつく。

　援軍が来ると、隊長は確信しているのだ。

「私を殺したところで無む駄だですよ。ウラル王、あなたも三日後にはあの世行きだ」

「そうか、援軍到着まで、三日かかるということだな」

　三日という正確な日数を、思わず口にしてしまったのだろう。隊長はしまったといった顔をしたが、すぐににやついた顔に戻った。

「大おと人なしくここで降伏すればいいが、まだ刃向かうようでしたら、ウラル国民の命の保証はできかねますなぁ」

「民の心配までしてくれて、ありがとうと礼を言うべきか？　だが援軍がやってきても、ウラルの領土内には入れない。その目で確かめたければ、生かしておいてやる。捕らえろ」

　アレンの命令で、隊長は呆あつ気けなく捕らえられてしまった。

　その頃になると、それまで家の奥に身を潜めていた人々が、一人、また一人と家から出てきて、いつか城の前の広場は群衆で埋まっていた。

「城は取り戻した。ウラルの旗を掲げろっ」

　アレンが叫ぶと、ついに城の尖塔に緑の旗が翻ひるがえった。すると群衆は、ウラル王万ばん歳ざい、アレン王子万歳と口々に叫び始めた。

「これだけの人間がいながら、ハッシュウィル兵に立ち向かうこともできなかったのか」

　アレンは血で汚れた剣を手に、荒い息をしながらミトリに言った。

「戦うことを知らなかった民です。ずっと平和だったのですから、仕方のないことです。けれど今からは違います。ゴシュラムで行ったように、民兵を募つのりましょう」

「民兵か……使えるだろうか」

「ゴシュラム軍では、立派に戦っていました。ハッシュウィルの援軍が来るまで三日でしたね。その間に我が軍も、民兵で小隊を組みましょう。三日より前に、ゴシュラムからの援軍も来ると思います」

　けれどアレンは、そんな呼びかけをしても、誰も参戦してくれないのではないかと思っていた。

「無理だ。一緒に戦ってなどくれない」

「いいえ、戦わなかったのは、アレン様が無事かどうか、わからなかったからですよ。無駄死にをしたくないから、ハッシュウィル兵の暴挙を許していただけです。王が戻り、国が再興されると知ったら、きっと助けてくれます」

「そうだろうか」

　不安になったアレンを、ミトリはさらに励ました。

「皆、ハッシュウィル兵に押さえつけられてきて、反感を抱いているでしょう。王が治めていた時が、どんなに素晴らしかったか、これでよくわかったと思います。またあの平和を取り戻せるとなったら、助けてくれますよ」

「ミトリ……私は、民に愛されるだろうか」

　ハイルのように、恐怖で支配したくない。アレンは父のように、民に愛される王になりたかったのだ。

「大丈夫です。そんなに不安でしたら、民に向かって願い出なさい。王であることの尊厳は保ったままで、あえて懇こん願がんするのです」

「そうか……そうだな。ミトリ、失いかけていた自信を取り戻せた。いつものことだが、ミトリには感謝している。記憶のない時、きっとミトリは私のみっともない姿を見ていたんだろうな。その時のことを思えば……こんな弱気、笑って見過ごせるだろう？」

　戦い続けて、二人とも返り血で汚れていた。その汚れた顔のままで、二人はいつか笑っていた。

「はい、笑って見過ごしました。アレン様……どうか今の素直な気持ちのまま、民の前に立ってください」

「わかった」

　アレンは剣を手にしたまま、城から出ていった。すると群衆は、さらに歓かん喜きの声を上げてアレンを出迎えた。

「私は戻った。もうこの城は、ウラル王のものだ。二度とハッシュウィル兵に、無謀な乱入を許さない」

　一ひと際きわ高くアレンが叫ぶと、群衆はしんと静まり返って、アレンの次の言葉を待った。

「多くの国民や、優秀な兵を失った。王と私に、危機感が足りなかったせいだと、深く反省している。だが二度と、同じ過あやまちは繰り返さない。ハッシュウィル侵攻前の、平和な時代を取り戻そう」

　アレンの呼びかけに、女達が泣きだす。男達は唇を嚙かみしめ、俯きながらも頷いた。

「再びハッシュウィルは侵攻してくるだろう。だが私は、ゴシュラムのゴート王から、援軍の約束を取りつけた。そして……国を守りたいと思っている、皆の力をさらに借りたい。兵となって、私と共に戦ってくれ」

　そんなこと言うだけ無駄だ。そう思っていたけれど、反応は違っていた。若者が一人、いきなり叫んできたのだ。

「戦いたいが、武器がない」

「城の武器庫にあるものを、貸し与える。さらに兵として志願した者には、一年間、税を免除しよう」

　国庫が空からになってもいい。王家の財産をすべてなげうってもよかった。

　この国を守りたい。

　なぜならここはアレンの王国だったから。

　そしてウラル神を信しん奉ぽうする、心優しい民の住まう国だったからだ。

「ここは私達の国だ。収穫したものを、ただ奪われるだけでいいのか？　麦が豊かに実っても、自分達はパンを食べられない。そんなことになってもいいのか。ここはハッシュウィルの領地ではない。ウラルの領土だ」

　アレンの声に応えて、方々から手が挙がった。

　俺も戦う、俺もだと、様々な声が聞こえてきた。

「王国の執務官だった者は、ただちに城に戻れ。ウラルは再興した。今より、志願兵の受付を開始するために、執務官が必要だ」

　ミトリがアレンに代わって、大声で指示を出し始める。すると宮中で働いていた見覚えのある顔が、急いで駆かけ寄ってくるのが見えた。

　アレンは剣を杖つえ代わりにして、疲れた体を支えた。やはり病やみ上がりの体だ。どうにか気力を振り絞ってここまで来たが、すでに限界が近かった。

　自分の部屋で休みたいと思ったが、きっといいように荒らされているだろう。それを目にしたら、また新たな怒りがわいてくるに決まっている。

　城を取り戻したが、アレンの幸せな時間は戻ってはこない。

　食事の席に、両親とシーナが同席することはないのだ。一日の終わりの団だん欒らんは、二度と味わえないものになってしまった。

「アレン様、お疲れでしょう。少しお休みになったほうがいいです」

　ミトリはすぐにアレンの様子に気がついて、心配してくれた。

「そうだな……少し休もう……。いつまでも変わらないのは、ミトリだけだな。ミトリ、母親のカンナは元気か？」

　アレンとシーナを育ててくれた、乳う母ばのカンナはミトリの母親だ。優しくしてくれた乳母の存在を、アレンにもやっと思い出す余裕が出てきたのだ。

「母は元気です。街外はずれの叔お父じの家に避難していました。アレン様のお世話をするために、喜んで戻ってくるでしょう」

「そうか……元気ならいい」

　アレンは群衆に手を挙げてみせると、そのまままた足を引きずるようにして城内に戻る。

「もっと強くならなければ、ハイルには勝てない。二度と負けるわけにはいかないんだ」

　謁見の間に置かれた玉座に近づくと、アレンはゆっくりとそこに腰を下ろした。

　歴代のウラル王が座っていた玉座だ。

　その玉座に相応しい王になろうと、アレンは新たに決意を固める。

　だが十七歳の若き王にも、休息は必要だ。いつかアレンは、玉座でうとうととしていた。
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　玉座に座ったハイルの前に、国務大臣が平へい伏ふくしていた。

「陛下……それはあまりにも、無謀な行いです。それではますます民の心が、王室から離れていく元となるでしょう」

　老齢の国務大臣が、今日まで生き延びられた理由はたった一つ。先王のアタカンが、面めん倒どうな国政になど興味がなかったからだ。

　国王が使える金を捻ねん出しゆつするのに、驚異的な力を発揮したことで、国務大臣は王の逆げき鱗りんに触れることもなく過ごしてきた。

　けれどここでついに、彼の残り少ない命はなくなるのかもしれない。

　ハイルの意見に、どうしても同調できなかったからだ。

「我が国の喪もは、葬儀の後五日間となっております。それを過ぎねば、戴冠の式典は行えません。しかも、ただちにウラルに報復のための兵を向けるなどと……」

「先王の復ふく讐しゆうを、息子の私がするのだぞ。父を殺された無念ゆえだ。当然の行いだろう」

　口元に薄笑いを浮かべながら、ハイルは国務大臣のすっかり白くなった頭を見下ろして言った。

　魔物を連れたウラルの刺し客かくが訪れ、アタカンを殺害した。表向きはそう発表されている。謁見の間に闖ちん入にゆう者しやがあったのは事実だったから、誰もその発表に異論を唱となえなかった。

　けれどアタカンが殺されてすぐに、粛正が始まった。そのことで人々は、ウラルの刺客となってはいるが、実はハイルの雇やとった殺し屋だろうと思っていた。

「ゴシュラムとの戦いのために、ウラルの兵をかなりの数引き揚げた。私がウラル王なら、この機会に国に戻り、領土を奪還しようと試みる。そんなことになってみろ。やっと手に入れた、豊かな穀こく倉そう地帯を失うことになるのだぞ」

　アレンの髪の色を思わせる、実った麦の穂が揺れる穀倉地帯を、ハイルは心に思い浮かべる。ウラルは小国だが、穀物やその他の食料品の生産は豊かな国だった。

「あそこは最高の食料庫になるはずだ。ゴシュラムを征せい服ふくするためには、兵を養やしなう巨大な食料庫が必要だ」

　アレンを追い詰めるために、ウラル国民を大量虐殺することだってできる。けれどハイルがあえてそれをしないのは、食料生産のための人手を、すべてウラル国民で賄まかなうつもりだからだ。

　自国の労働力となるべき人間は、ほとんど兵として使いたい。さらに農業生産に向ける人手があったら、鉄の精製や石せき炭たんの採さい掘くつに回したかった。

　ゴシュラムを手に入れれば、さらに労働力も生産力も増す。ザルツとシェルランドは、ゴシュラムが陥かん落らくすれば簡単に手に入るはずだった。

「ですが陛下……貴族院も招集できないようなこの状況では」

「貴族院など実質上何の役にも立っていない。ただちに廃止だ」

「はっ？　そ、それでは、あまりにも。貴族を全員、敵に回すおつもりですか」

「そうだな。いっそ全員、処刑するか？　そうすればやつらの財産も没収できる」

　さらっと恐ろしいことを口にする。国務大臣は震え上がった。

「国政を司つかさどる者が、貴族である必要などない。戦地で戦うこともできない、無能な集団など、いなくてもいいではないか」

「し、しかし……」

「安心しろ。国務大臣を罷ひ免めんするつもりは当分ない。首を搔かき切ることなどしないから、安心して政務に励め」

「あ、ありがとうございます」

　こうして脅おどしておけば、生き延びたい貴族はハイルの言いなりになる。謀む反ほんを企くわだて、新王を擁よう立りつしたくても、もうこの国には王に相応しい人間は一人も残っていなかった。

　弟のラスタは、神との遭そう遇ぐう以来、すっかり大人しくなってしまった。毎日土いじりばかりしていて、狐きつね一匹狩かることもできない。

　もう一人の年の近い弟イシカは病弱で、ほとんど自室から出てくることはなかった。

　それより下の弟は、もう宮中には残っていない。アタカンは後こう宮きゆうに何人もの女を抱えていたが、その中の何人が子供を産んだかまで、よくわかっていなかった。

　だからハイルは、子供を産んだ女は後宮から追い出すか、流は行やり病やまいのように見せかけて、男の子はみんな殺してしまった。

　残ったのは姫だが、それも二人くらい残して、あとはすべて追い出すつもりだった。

「では戴冠の式典は後回しだ。その代わりに、ただちにウラルに進軍する」

　まるでハイルの予言を裏付けるように、そこに伝令からの知らせが舞い込んだ。

「申し上げます。ウラルに駐ちゆう屯とん中の部隊が、敵兵によって壊かい滅めつ状態となりました。至急、援軍をお願いします」

　ハイルはその報告に、どうだというように国務大臣を見つめた。

「どうだ、これで喪に服している時間などなくなったな」

「……はい……」

「すぐに将軍を呼べ。今より、作戦会議に入る」

「き、貴族院にも招集をかけるべきでしょうか」

「その必要はない。代わりに……自ら戦わない代だい償しようとして、軍に私財を寄き付ふするよう伝えろ」

「そ、それは……」

「命を金で買ったと思えば、安いものだ」

　陰いん謀ぼうが何より好きな貴族連中を、無力化させることが先決だ。そうしないとハッシュウィルを出ている間に、どんな陰謀が企まれるかと思い安心できない。

　ハイルにはこの国で、信じられる者は誰もいなかった。

　朧おぼろ気げにだが人の心が読めてしまうせいで、余計にそう思うのだ。

　結局、人の心を支配できるものは、金と恐怖しかないんだと、ハイルは信じている。

「ウラル王は復活したのか？」

　側に控える伝令に、ハイルは訊ねた。

「ウラル騎士団を従えて、ゾエラ山側から侵入した模様です。金の髪をしていて、ウラル王と名乗る者が先頭におりました」

「そうか、戻ったのか……なら、いたぶり甲が斐いもあるというものだ」

　魂のないアレンを見た時、ハイルはひどく失望した。あんなアレンと戦っても、何の面おも白しろみもないと思えた。

　元に戻ったのなら、戦う相手として申し分ない。

「今度は……やつの命を奪わないとな。いや、やはり生かしておくか。殺すなら、姫のほうだ。愛する妹を殺されたら、どう思うだろう？　狂くるうかな……」

　ハイルの呟きを聞いていた国務大臣は、もう立ち上がることもできないほど、全身を震わせていた。

　もしかしたらこのハイルに仕えるほうが、死ぬより恐ろしいことになるのかもしれないと、やっと気がついたからだ。

　誰にもハイルの暴走を止められない。

　当分ハイルの周りには、遺体を焼く嫌なにおいがつきまとうのだろう。
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　陽はゆっくりと西に傾いた。うとうとしていたシーナは、アナシスの声によって起こされた。

「陛下がお見えです。お辛いでしょうが、お召し替えを」

「いいえ……ガウンをいただければ」

「いえ、レディの嗜たしなみです。殿方に会われるのに、そのお姿のままでは」

「どんな姿をしていても、私は私ですわ。陛下もきっと、怪我人に無理なドレス姿なぞ望まないでしょう」

　アナシスに喧けん嘩かを売るつもりはない。けれどここでシーナは、はっきりとさせておきたかった。レディの嗜みの前に、自分が人間であることを考えたい。王に謁見するためには、病人でも正装しなければいけないなどという考え方が、嫌だったのだ。

「レディ・アナシス。あなたが嫌いで嫌な子になっているのではないの。私は、レディである前に、自由な人間でいたいだけなのよ。お気を悪くなさらないで」

　シーナの言葉に、アナシスは怒っていいのか、従うべきなのかわからずに混乱していた。

「シーナ姫の好きにさせていい。何しろ私は、彼女のどんな姿も見てきている。今さら、ドレスで着飾った姿ばかりを望まない」

　ゴート王の声に、アナシスは慌ててドレスの裾すそを摘つまんで、隣室へと姿を消した。

「神共々、よく休んだかな」

　シーナの横たわるベッドに近づいてくると、ゴート王はそっと天蓋から下がっている薄布を引いて顔を覗かせた。

「元気そうだ。顔色もいい」

「はい……眠っている間に、ウラル神がさらに手当てを施ほどこしてくれたようです」

「それはよかった。私も、少し眠った。すぐ側であなたが眠っていると思うと、何だか落ち着かなかったが……」

　ゴート王は笑顔でさらに近づこうとしたが、シーナのベッドに白豹がいることに気がついて、一瞬だがぎょっとした。

「もう鎖くさりに繫いでいないのか？」

「私にはよく懐いています。それにウラル神がおりますから、決して人に牙きばを向けるようなことはありません」

「そうか……ならいいが」

　ベッドの端に、ゴート王は遠慮がちに腰掛ける。そしてシーナに、一枚の書状を差し出した。

「ウラルに援軍を差し向けた。それと当座の援助物資を送ったが、足りないものがあったら言いなさい。すぐに送り届けるから」

「ゴート様……」

　書状には援軍の数と、隊長の氏名。それに細々とした援助物資の目もく録ろくが並べられていた。

「こんなことまでしていただいて」

「いや、感謝するのは私のほうだ。もしウラル神がいなければ、我が国もハッシュウィルとの戦いで多くの人命を失い、あるいは侵略されていたかもしれない」

　ゴート王はシーナの中にいる、ウラルに聞かせるように話した。

「よくしてもらってるのに悪いんだけど、ちょっと頼みがあるんだ」

　いきなりシーナの口調が変わって、ゴート王は驚いたように目を見開く。

「話が終わったら、散歩に行ってくるよ。その後は、二人でゆーっくり話し合えばいいじゃないか。俺がいたら、いろいろと気を遣わないといけないだろ？」

「ウ、ウラル神……」

これまでのように、ラウル・メイデンとして話しているのではない。ゴート王も一度ウラルを体内に宿したから、その話し方は知っているが、いきなりシーナの口からウラルそのままの言葉が出てくると、やはり違和感があった。

「どうなさったのです？」

　シーナを相手に話していても、神だと思うからゴート王もつい丁てい寧ねいな応対をしていた。

「ハッシュウィルの兵だったルウドのことなんだが、敵兵ながらあいつは、自分の命を懸かけて俺達のために働いてくれた。義理ができちまったんだよなぁ。国に帰っても、家族もいない。すまないがこの国で引き取ってやってくれないか？」

「それは構かまいませんが……」

「やつは、今、どこにいる？」

「恐らく、ゴシュラム騎士団の野営地にいると思いますが」

　ゴート王の言葉に、シーナは深く頷く。

「騎士の称号までやれとは言わないが、居場所を与えてやってくれ」

「ウラル神のご意向に添えるよう、善ぜん処しよします」

「ありがとうよ。それを聞いて安心した。じゃ、楽しいお散歩に行ってくるわ。お互いにつまんない意地張って、喧嘩なんてしないように」

　そう言うと同時に、シーナの耳から緑色の煙けむりのようなものが出てきて、素早く白豹の中に移動していった。

　ウラルを宿した白豹は、ぶるっと体を震わせて、のそのそと窓に近づく。そして高さをものともせずに、屋根伝いに階下のテラスに飛び下り、そこからさらに庭へと飛び下りて、姿を消していた。

「いつ見ても驚くな。私の中にも一度入ってきたが、あの経験がなければ、とても信じられなかっただろう」

　ゴート王は窓まど辺べに寄り、白豹の姿を目で追いながら呟いた。

「きっとウラルのことです。森に行って、今度は空を飛べる大きな鳥に入るんでしょう。そしてハッシュウィルまで飛んで、敵情の視察をするんです」

「そうか、それでメイデン子爵は、ハッシュウィルのことを詳しく知っていたんだな」

「さすがに王に会うには、鳥や獣の姿では難しいと思ったんでしょうね。敵兵ルウドを利用したけれど、彼の足を斬きったのはラウルです。それをウラル神が治し、居場所まで捜してあげているなんて、何だか運命って不思議」

「普通の人間だったら、利用するだけ利用して、後は顧みないものだ。さすがに神だな。公平だ」

　そこでゴート王は、従者を呼びつけた。

「約束は果たさなければならないからな」

　シーナはウラルがまたいなくなって、寂しい気持ちになる。だがいつまでもウラルと一緒にいられないのは、もうはっきりしていた。

「何だ、ウラル神が行ってしまった途端に、寂しそうだな。私がいるのに」

　ゴート王は再びシーナの側に近づいてきて、今度は前よりずっとシーナに近づいて腰掛けた。

「あんなふうに、あなたの心の中に入れたらいいのに」

　手が伸びてきて、シーナの髪に優しく触れる。

「じかに心を通わせることができないから、人は話し合う必要があるんだと教えられました。でも話すだけでなく、こうして触れ合っていると、もっと心が通じるような気がします」

「では、もっと心を通わせよう」

　シーナの肩を抱くと、ゴート王は唇を重ねてくる。

　その途端に、アナシスの咳せき払ばらいが聞こえた。

　シーナはぷっと吹き出す。ゴート王も笑いだした。

「シーナ姫、早く元気になってくれ。そうしないと二人きりになってゆっくりと話すこともできない」

「はい、傷はもう治ったみたいです。元気になったのは嬉しいけれど……ゴート様、わがままばかり言ってごめんなさい。動けるようになったら、すぐにウラルに一度戻りたいのですが」

「兄上なら心配することはない。ウラルとの国境付近を監視していたハッシュウィルの兵が、いなくなったそうだ。じきにいい知らせが届くだろう」

「簡単に諦あきらめるハイルだとは思えません。ハイルを捕らえなければ、これからもまた大勢人が死ぬことになります」

　困ったなといった顔で、ゴート王はシーナを見つめた。

　けれど体が元気になっていけばいくほど、シーナはもうじっとしてはいられない。ハイルの残酷さを知っているのは、アレンよりむしろシーナなのだ。

　アレンがハイルに会ったのは、三年前、ハッシュウィルの王子三人が、シーナに求婚してきた時が初めてで、ウラルを急襲してきた時も、ほとんど顔を合わせていなかっただろう。

　シーナだって同じだ。噂でハイルのことは聞いていても、何度も戦うことによって、初めていかにハイルが残酷な人間かわかったようなものだ。

　ウラルと一緒に国に戻り、アレンの側で手助けしたい。そうしないと、戻ってきたばかりのアレンでは、ハイルに負けてしまいそうで不安だった。

「元気になったら、途端にこれか」

　ゴート王はアナシスの咳払いにも負けずに、シーナに再びキスしてきた。そしてシーナの目を覗き込みながら、確かめるように訊いてきた。

「まさかまた一人で行くつもりではないだろう？」

「レディ騎士を……ジョージア・マッカラン卿を、私の第一騎士に。彼女とウラル神がいれば、不安はありません」

「よくもそんな残酷なことが言えるな。私はのけ者か？」

「……」

　やはりゴート王に話すべきではなかった。今やシーナの保護者となってしまったゴート王は、決してシーナを一人にはしないとわかっていたのに。

「ゴート様、もうしばらくラウル・メイデンでいることを……お許しください。あの姿に戻って、兄と一緒に戦いたいんです」

「私以上の頑がん固こ者だな」

「ええ、そうです。もしこんな私が嫌でしたら……もう傷は癒いえました。ただちにウラルにお戻しください」

　やれやれといった顔をして、ゴート王はため息をついた。

「つまらない意地を張って、喧嘩などしないようにと言われたばかりだろ」

「だって、ゴート様には大切な王としての仕事があるでしょう？　これはウラルの問題ですもの。これ以上、迷惑も掛けたくないし、巻き込みたくありません」

「ウラルだけの問題だと、まだ思っているのか？」

　シーナの髪に指を絡からませながら、ゴート王は諭さとすつもりか穏やかに言った。

「ハッシュウィルの目的が、ウラル一国ではないとわかっているだろう？　このまま無謀な侵略を続けていたら、ハッシュウィルの食料庫は空になる。元々食料生産の厳しい国なんだ。しまいにはハッシュウィルで餓が死し者が出る」

「……飢うえ死になんて……」

　何も戦って死ぬだけが、戦争の犠牲ではないのだと、この時、シーナは気づかされた。

　国を追われてから、辛い経験も少しはした。食べ物は、待っていれば自動的に用意されるものではないことも知ったし、空腹も経験した。

　だからこそわかるのだ。飢えて死ぬのが、どんなに恐ろしいことか。

「停戦を急ぐのは、一日も早くあなたと婚姻して、キス一つで咳払いされるようなことがないようにしたいというのもあるが……それだけじゃない。これから春に向かい、民が心から安心して生産に向かえるようにするためだ」

　こんなことを話す時のゴート王は、シーナをその腕に抱いていても、ただの男ではなく王の顔をしている。

　そしてその目は、窓の外に見える街の灯あかりに向けられていた。

「王の仕事とは何だ？　国政のための書類に目を通すことか？　税率を幾らにするか決定することか？　それだけではないだろう？　民を飢えさせないのも、王の仕事だ。ではハイルは、王としてどうする？」

「実った麦を、すべて奪っていくのでしょ？」

「そうだ。自国の兵や民を飢えさせないために」

「でもそうしたら……」

「そうだ、今度は、ウラルやゴシュラムが飢えで苦しむことになる。シーナ姫にとっては、両親を殺されたことに対する恨うらみもあるだろう。私にはまだハイルに対する恨みはないが……ここで戦わなければ、国が悲ひ惨さんなことになるのはわかりきっているから、自ら戦いに出向くんだ」

　心を通わせるのは、何と難しいものなのだろう。ウラルだったら、すぐに考えていることが伝わってくるのに、思し慮りよ深いゴート王の考えていることは、こうして話さなければ伝わってこないのだ。

「シーナ姫、言いにくいことだが、もしあなたをハイルに奪われたら、私はすべての力を出し切って戦うことができない。王である前に、私もただの男だ。愛する人を人ひと質じちに取られたら、正確な判断もできなくなるだろう」

「……そんな……」

「同じように、誰が人質になっても悩むだろうが、やはりあなたは特別だ。そんな私を愚おろかだと思うか？」

「いいえ……」

　シーナは自らゴート王の胸に、縋すがり付いていった。

「ゴート様は公正な方です。だってアレンが連れ去られた時も、ウラルが捕らわれた時も、助けてくださいました」

「そうだ。私はあなたを助けてきた。だからこれからも、私に助けさせてくれ。一人で行こうなんて思うんじゃない。私に余計な心配をさせないでくれ」

「はい……」

　自分のことばかり考えていたと、シーナは反省した。これまでは自分がハイルに捕らえられるなんて、考えてもいなかったのだ。いつでもウラルがいたし、ラウル・メイデンは無敵な気がしていた。

　無事にこられたのは、皆に守られていたからだ。

「よし、うまく喧嘩をせずに話し合えたな」

「思っていることを伝えるって、やっぱり難しい」

「だからこれからは、何も隠さずに話し合っていこう。では、正直に告白する。怪我の治療をする時に、その……私が、手伝ったことを、まず謝る。マッカラン卿にさせたがった意味が、わからなかったんだ」

　その一言で、シーナは忘れかけていたことを一気に思い出した。

　真っ赤になったシーナは、ゴート王の体を思わず突き飛ばしてしまう。

「そんなに怒らなくてもいいだろう。だいたい、出会った最初の時から……いや、ラウルとしてじゃなく、シーナ姫としてだが、つまり……その……温泉で……」

「そ、それ以上、言わないでっ！」

　ついにシーナは枕まくらを手にして、ゴート王をぶってしまった。

　するとアナシスの咳払いが、異様に増え始めた。んっといった程度のものだったのが、げへんげへんと聞こえる。

「怒らないでくれ。体を縫った記憶は、ウラル神が綺麗に消してくれた」

「でも、その前のは消してないんでしょっ」

「そ、そうなんだ。悪かったと思っているが、最初からあなたが、正直に告白してくれなかったのも悪い」

「すぐにレディ騎士と代わってくださればいいのに。しなかったのはゴート様よっ」

「あなたを助けたくて、夢中でしたことだ。許してくれてもいいだろう！」

　げふんげふんが、ごほごほになった。あまりにも咳が長いので、二人は喧嘩するのを忘れて、ついに笑いだしていた。

「ここでは安心して喧嘩もできないな」

「ええ……きっと明日には、陛下に枕を投げつける、とんでもない姫だと、噂になっていると思います」

「枕ならまだいい。シーナ姫を本気で怒らせたら、剣が突きつけられるか、矢が飛んでくるか、今から覚悟しておくから」

　シーナはぷっと頰ほおを膨らませて怒ってみせたが、本当にやりそうだなと自分でも思った。

「ゴート様……私、アレンとはあまり喧嘩してないんです」

　枕を抱きしめながら、シーナは思い出したことを告白した。

「小さい頃はよく喧嘩したけれど、アレンはいつからか喧嘩相手にならなくなりました」

「シーナ姫の反撃を恐れたのかな」

　冗談のようにゴート王は言った。

「私を子供扱いするようになったから……一人だけ先に大人になってしまって……きちんと私と向き合ってくれなくなったんです」

「……寂しかったか？」

「ええ……もっといろいろと話してほしかった。でも今なら、アレンの気持ちもわかります。私は短気で、思慮が浅いし、話しても理解できないと思われていたんだわ」

「そんなことはない。アレン王は……きっとあなたが眩しくなってきたんだ」

「えっ？」

「女性として、美しく育ったあなたを、それ以上愛することがないように、わざと距離を置いたんだと思う」

　そんなことを言われたのは初めてで、シーナはまじまじとゴート王を見つめてしまった。

「安心して喧嘩ができるのは、心が通い合っている証拠だ。アレン王があなたにとって最高の喧嘩相手だったら、私はこうして枕でぶたれる名めい誉よにありつけなかった」

「ゴート様ったら、おかしいです。枕でぶたれて嬉しいみたい」

「ベッドでの枕戦争なら、いつでも受けて立つ」

　ゴート王は枕を取り、シーナの体に軽くぶつけた。

「もうっ、陛下がそんな子供みたいなことしてっ」

「でも楽しいだろ。サナはこんなことをしてはくれない。彼女は私より思慮深いからな。だから彼女とは、うまくいかなかった」

「どうせ私は、思慮が足りませんっ」

　シーナはお返しのように枕をぶつける。そして笑った。

　するとついに限界に達したのか、部屋の入り口にアナシスが立っていた。

「陛下……おくつろぎのところ申し訳ありませんが、姫君はまだ療養中の身です。お慎みくださいますよう……」

「ふむ。皇太后がシーナ姫の女官は、ぜひレディ・アナシスにと言ったのは、つまりこういうことだ。私は調子に乗ると、こうやって羽は目めを外す。正式に婚姻するまで、愚かな行いに走らないようにとの監視付きだ」

　ゴート王はこれ以上ここにいるのを諦めたのか、座っていたベッドから立ち上がった。

　そしてシーナの上に屈み込むと、アナシスの咎とがめるような視線を無視して、そっとキスをしてくる。

「私が海なら、あなたは大地だ。あなたへの想おもいは、毎日波となって大地に押し寄せている。シーナ姫、私の想いが、あなたを浸食することを許してほしい」

　船上で言ったことを、ゴート王はそれとなくまた口にした。

「ゴート様、ウラルには海がないんです」

「だからあなたは、この国に来たんだ。海に出会うために」

　シーナは微笑みながら頷いた。

　ゴート王が海なら、アレンは空だろう。

　見上げればいつもそこに空はある。けれど大地は、決して空と混じり合うことはない。

　シーナは海を知らなかったから、いつも空ばかり見ていた。けれど海を知った今、自分に向かって波となって押し寄せる海を、より身近なものと感じられるようになったのだ。

　まだここから立ち去りたくなさそうだったが、ゴート王は出ていった。

　途端にシーナは、寂しくてたまらなくなる。

　ウラルもいないし、白豹もいない。

　シーナは枕を抱いて、またベッドに横たわった。

「ゴート様が海、アレンが空なら、ウラルは……きっと風だわ」

　体の中を吹き抜けていく風。そう思ってシーナは、窓の外に目を向ける。けれど風ばかりは、どんなに目を凝こらしても、見ることはできなかった。
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　奇き跡せきというものは、よい行いをした者には与えられるとルウドは思った。

　おかしなウラル神を助けて、再びゴシュラムに戻った。そしてゴシュラム騎士団の野営地に一晩泊めてもらったが、翌朝、ルウドは王の使者からの書状と、かなりの砂金を受け取った。

「申し上げます。王は、貴殿の行いに対し、報ほう賞しようとして砂金、五千ウーロ、さらに……」

「市民権を与える。つまり、俺はゴシュラムの人間になったってことだろう？」

「はい、さようでございます」

　使者に渡された書状が、なぜかすんなりと読めた。かなり難しい言葉が入っているのに、何の苦労もなく読めたのだ。

「それではこちらとこちらに、受領のサインを。市民権の継続には、年間、千ウーロの納税が義務づけられております」

「この書状を持って、民部官のところに行けばいいんだな」

「はい、この書状があれば、家や土地の購入も可能です」

　使者は羽根ペンと墨すみ壺つぼを差し出した。それを手にすると、ルウドはこれまで一度も書いたことなどなかった、自分の名前をすらすらとサインしていた。

　まさに奇跡だ。

　神は約束を守り、ルウドに読み書きの力を与えてくれたのだ。

「市民には職業の選択の自由が与えられる。つまり俺は、何をやってもいいってことか」

「はい、さようで。お強そうですな。民兵の受付は、まだ行われておりますよ」

「いや……足が悪い。もう兵へい役えきは無理だ」

　ルウドは少し噓をついた。

　本当はかなり足の調子はよくなっている。普通は腱けんを斬られたら、二度と歩けなくなるものだ。実際、神が宿るまでは、立ち上がることも満足にできなかった。

　なのに今は普通に歩ける。走ることすらできるのだ。

　けれどルウドは、二度と兵役に就つくつもりはなかった。

　野営地の管理官に出ることを告げ、ルウドはそのまま街に向かった。目指すところはただ一つ、治療院だ。

　歩きながら見える文字を手当たり次第に読んだ。両りよう替がえ所、鍛か冶じ屋、宿屋、仕立屋など、これまでは何となく店の構えで見分けていたものが、看板を読んで何かわかるようになっていた。

　そしてルウドは、治療院にやってきた。

　治療院の前に、あの人の馬車はない。だからルウドは、大勢の治療を待つ人々に混じって、ひたすら待った。

　しばらくすると、馬車の車輪が石いし畳だたみの道を近づいてくる音が聞こえた。顔を向けると、二頭の黒馬が引く装そう飾しよくのあまりない馬車が、治療院の前で速度を落としたところだった。

　馬車が近づくと、そこに乗っている人が誰か皆知っていて、両手を組み頭を下げ出迎える。

　ルウドだけは顔を上げ、一目でも早く彼女の姿を見ようとしていた。

　馬車は停まった。そして御ぎよ者しやが飛び降り、馬車の扉を開く。

　すると濃い緑色の地味なドレスを着た、黒髪の美女が降り立った。

「おはようございます。お加減は？　目はよくなられましたか？」

　通り過ぎる間に、美女は何人にも親しげに声を掛け、女め神がみのような笑顔を見せた。

「あら、いつお戻りになりましたの？　足は痛みませんか？」

　ルウドを見つけると、美女は弾はずんだ声を聞かせてくれた。

「あ、あんたに頼みがあるんだ」

　美女に近づくと、ルウドはいきなり地面に屈み込み、泥どろで汚れた石畳の道の上に、指で字を書き始めた。

『レディ・サナ』と、何度も、何度も書いてみせる。

「これは俺の名前だ」

　続けてルウドと書く。ルウド・オザとフルネームでも書いた。

　そしてルウドは立ち上がり、勇気を出して、女神のように眩しいレディ・サナに向かって言った。

「字が読めるし、書けるようになった。俺を、この治療院で働かせてくれないか」

「帰る場所が、あったのではないですか？」

　レディ・サナは、不思議そうにルウドを見ている。治療院からいなくなったのは知っていた。

　だからハッシュウィルに戻ったと思っていたのだろう。

「もういいんだ。帰る場所なんてないし……金は、いらない。ただで働く。眠るのは地下室でいいし、食い物は病人と同じでいいから、俺をここに置いてくれ」

「……」

　どう答えたらいいのかわからないのか、レディ・サナはしばらく返事をしてくれなかった。

　やはり警けい戒かいしているのだろうか。ルウドは自分が無敗軍団の兵士で、この国の人間にとっては、未いまだに憎むべき敵なのだと悲しんだ。

「中でお話ししましょう」

　レディ・サナは先に立って、治療院の中に入っていく。ルウドは慌ててその後を追った。

「地下室は、あまり清潔な寝室とは言えませんわ。神官達と同じ部屋でお休みになって。もうしばらくすると、神官の何人かはウラルに戻ります。ここも人手が少なくなって、大変だと思っておりましたの。助けていただけるのなら、とても嬉しいですわ」

　歩きながらレディ・サナは、明日の予定でも口にするように、自然な感じで言った。

「えっ、いいのか……」

「することはいっぱいありますの。奇特な方々の家から、古着や不要品を集めてきたり、時には重度の病人のいるところまで、馬車で神官を送らなければなりません。獣がいる危険な山に入って、薬草を採とったりしなければいけないし、ザルセンまで出向かないと、買えない薬草もあるそうです」

「そんなことだったら任せてくれ。足は、神様が治してくれた。俺は体には自信がある。力仕事だってやれるし、ザルセンの商人から物を買うのだって、ごまかされたりはしない。何しろ、字が読めるし、数もきちんと数えられる」

　ルウドは胸を張って言ったが、そんなことはいい家で育った人間は、誰でもできることなんだなと思い出し、恥ずかしさで顔を赤くした。

「力のある方は、助かりますわ。自分で歩けないような病人を、こちらに連れてくるのも大変なんです。中には、大おお柄がらな殿方もおりますもの」

「そうだな。年寄りや子供ばかりじゃないし」

「ザルセンに向かうのも、国境付近には心根の正しくない方がいて、いろいろと苦労することが多いそうです」

「ああ、あそこは金に汚い国だって言う。盗とう賊ぞくも多いしな。大丈夫だ。俺がしっかり守ってやるから」

　懸命にレディ・サナの言葉に応えながら、ルウドは泣きたいような気持ちに襲おそわれた。

　自分にも、人を殺す以外にできることがある。

　それがわかって嬉しかったのだ。

　虚むなしさの対極にあるもの。神の言葉はわかりづらかったが、今ならわかる。求められ、役立てることの幸せ、充実感というものこそが、虚しさの対極だと。

「ウラルの神官が書いたもので、薬草図鑑というものがあります。お暇な時に読んで、薬草の種類を覚えてくださると嬉しいわ」

「薬草？」

「ええ、今は患かん者じやが多くて、神官達も治療で手一杯なんです。必要な薬草が仕分けられなくて、困っているみたいなので」

「わかった。すぐにやるよ。薬草を分けて、名前を書いておけばいいんだろ」

「はい……みんな助かると思いますわ」

　レディ・サナはそのままルウドを、薬草が保管されている部屋に連れていった。

　狭い部屋に二人きりになった。それだけでルウドの心臓は、口から飛び出しそうに激しく高鳴ったが、ルウドは決してレディ・サナに必要以上に近づかないようにした。

　こうして側近くにいられるだけでいい。少しでも話ができて、自分のことを覚えていてくれれば、それだけでルウドは満足だった。

「これが薬草図鑑です。ウラルの神様が、神官に教えて作ったものだそうです。あなたはもしかしたらご存じなのかしら？　ウラルの不思議な神様のことを」

　重たい革かわ表紙の本を手渡しながら、レディ・サナは訊いてきた。

「知ってると言えば知ってる。しばらく一緒にいた」

「まぁ、やっぱり神官達の言っていることは本当だったのですね？　神は神官の体に宿り、様々なことを教えたとありましたが」

　レディ・サナは興奮した面おも持もちで言った。するとルウドは、何だか自分を特別な人間に思ってもらえたようで、嬉しくなってしまう。

「神が、字を読めるようにしてくれた。そして足も治してくれたんだ」

「どんな感じがしました？　神様と一緒にいる時って」

　瞳を輝かせて、レディ・サナは話を聞きたそうにしている。

「どんな感じって……そうだな……俺みたいな人間でも、生きている価か値ちがあるって、そんな気がした。虚しさの対極って意味、わかるかい？」

「幸福？　充実感かしら」

「ああ……俺にも見つかるって、神様が教えてくれた。だから俺は、ここで働こうと思ったんだ」

　本当はあんたを好きだから、ずっと側で見守っていきたいからなんだ。そう言いたい気持ちを、ルウドは心の奥底に押し込める。

「神は私に宿ってはくださらないかしら？　私ね。神官のように、医術を身につけたいんですの。そうしたら、自分で治療もできるでしょ」

「急ぐことはないよ。あんたは頭がいい。神様の力なんて借りなくても、そのうちにみんな覚えられるようになる」

「本当に覚えられたら、とても嬉しいんですけど」

「でもそんなことしなくたって、あんたがここに来るだけで、何ていうのか、治療の効果はあるよ」

　どうやら神様は、ルウドの頭の働きを、特別よくしてくれたらしい。自分にしては、気の利きいたことが言えたと、ルウドは驚いていた。

「どういう意味ですの？」

「あんたには……神様みたいな力はない。だけどあんたは女神だ」

「……私が？」

「そ、そうだ。いい言葉を思いついた。あんたがいると、希望が見えるんだ」

　ルウドはこの時、心から神に感謝した。

　希望、それは何と素晴らしい言葉だったろう。

「傷ついた時は、誰だって死にたくなる。そんな時、あんたに優しくされると、生きていたくなるんだ。生きていれば、きっといいことがある。あんたは、そんな気持ちにさせてくれるんだよ」

「ありがとう……とても嬉しい言葉ですわ」

　レディ・サナはルウドを見つめた後、目元にそっと手をやった。

　まさか女神が、ルウドごときの言葉で涙ぐむはずはない。そう思ったけれど、やはりレディ・サナは嬉しくて泣いてしまったようだ。

「治療院を守ろう。ここはみんなの希望の場所だ。何があっても、ここをなくしたらいけない」

「ええ、そう思います。生きる希望を見いだせる場所になるといいですね」

　そうだ、ここはルウドにとって、まさに生きる希望を見いだせる場所だった。

「アレジは？　まだここにいるのか？」

　ルウドは突然、可か哀わい想そうなアレジのことを思い出した。レディ・サナが面倒を見ていた、心を失った若者。彼にも希望は見いだせるのかと、考えてしまったからだ。

「アレジは……もういませんの。ウラルに戻りました」

「ウラルの人間だったのか。何だかよくわからない。ハッシュウィルの城から助け出され、ラウル・メイデンと船に乗ったつもりだったが、降りる頃には姫になっていた。かと思うと、港にはウラル騎士団がいて、その中にラウル・メイデン、いやアレン王子がいたし」

「難しいことではありませんの。神が、いろいろと奇跡を起こしただけです」

「二人を入れ替えたのか？」

　レディ・サナは薬草の一つを手にして、香りを嗅かぎながら寂しげに微笑む。

「ええ、二人を一つにし、そしてまた元に戻しただけですわ」

「どういうことだ？」

「私達だけの秘密にしてくださいね。アレジが……アレン王です……。ラウル・フォー・メイデン子爵は、あの二人のどちらかに、神が入った時の姿です」

「何だって？　それじゃ俺の中に神がいた時に、船でやってきたのは姫のほうか？」

「どんなことがありましたの？　そんな話を伺ってしまったから、私、シーナ姫に会いたくなってしまいましたわ」

　心から楽しそうに、レディ・サナが話している。しかも二人だけの秘密にしてくれとまで言って、大切なことを打ち明けてくれた。

　何て幸せな時間だろう。

　ルウドは神に再び感謝した。幽ゆう閉へいされた時、神はルウドの力をすべて食ってしまうことだってできたはずだ。なのに自らの力を逆にルウドに与えてくれた上、こうして生きている幸せを味わわせてくれたのだ。

「神はどこにいるんだろう。また会えるなら会いたいな」

「ええ、私も、ぜひもう一度お話ししてみたいです。ただ不思議な力があるだけの神ではないのですもの。何というのかしら、とても人間的で、優しい方でしたわ」

「そうだよ。優しいやつだった。体を貸すと、腹が減るのにはまいったが」

「あら、どんなふうに？」

　神のことを話していたら、何時間でもレディ・サナと話していられるのだろうか。

　ルウドは薬草を手にしながら、何から話そうと考える。時間はきっとたっぷりあるはずだ。明日も、明あ後さつ日ても、ルウドはここにいられるのだから。
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　烏の羽は真っ黒だ。それだけで嫌われているわけではない。屍し肉にくを平気でついばむから、嫌われているのだろう。

　嫌われ者とはいえ、王宮内に入っても追い出されることはない。なぜなら至いたるところに死体が転がっていて、兵達も死体に群がる烏を追い払うのが面倒になってしまったからだ。

『うっわーっ、こいつにしてみりゃご馳ち走そうの山なんだろうけど、さすがに俺も人間は食べたくないなぁ』

　ウラルはハッシュウィルの城の上空を旋せん回かいしながら、いっそ生ゴミでも漁あさったほうがましだと、絶望的な気分になっていた。

　出陣の準備をしている兵の様子が見える。ところがそれだけではなかった。港にずらっと並んだ大船団が、ウラルの目を引きつけたのだ。

『いよいよウラルに、またもや侵攻か？　それにしちゃ……あの港の様子はどうだ。ウラルは海に隣接してないのに』

　港に近づくと、海鳥が餌えさを奪われたくないからか、一いつ斉せいに攻撃してくる。それを巧たくみに避よけながら、ウラルは港の様子を視察し始めた。

『迂う闊かつだったな。ハッシュウィルは海に面してるから、船を大量に保有してたもんな』

　その船に様々な物資が積み込まれていく。そして港にも、兵が大勢集まっていた。

『さすがだね、ハイル。ウラルとゴシュラム、一気に攻勢を仕掛けるつもりだな』

　ウラルは港を後にし、ゴシュラムへと向かった。

『ああ、腹が減る。だけど人間を食べるのはごめんだ。それより人間の食べるものを食べたい。俺って贅沢？』

　残ざん飯ぱんを漁りたくても、ハッシュウィルでは残飯も出ない。初冬のこの時期、木々に残った果実を探し、比較的暖かいゴシュラム領土に急いで戻ろうとした。

『ああ、もう限界だ。これだから鳥の体は使いにくいんだよな』

　昨夜からずっと鳥になっていた。夜はフクロウ、朝からは烏だ。ウラルは細い川に舞い降り、そこで急遽川かわ蟹がにと魚で飢えを凌しのいだ。

　夜中にその体に入っていた白豹は、ウラルの言いつけを守り、今頃はゴシュラムの城に戻っているだろう。

『あいつにもそろそろ嫁よめさんをもらってやらないとな。冬になるから、あんまり夜は出歩けなくなるし』

　そんなことを考えていたウラルは、人声がしたので耳を澄ませた。

「ハイルが入れ替わった時に、本物を殺せ」

　マントのフードを深く被かぶった男が、三人の兵に向かって小声で囁ささやいていた。

「ですが、イシカ様。陛下にはすぐに殺意を読まれます」

「遠くから、弓で射ればいい」

　時折咳き込みながら、ハイルの弟イシカは、兵に命じていた。

『父殺しの後は、兄殺しか。まぁ、無理もないな。やっと王位を狙える地位に来たし、あのハイル相手じゃ、いつ殺されるかわからないもんな』

「それより船から海に突き落とすというのはどうでしょう。甲冑を纏まとっていたら、たやすく泳ぐことはできません」

「誰がそんな危険な役をやるんだ。ハイルに近づく前に、殺されるに決まってる。それよりウラルでの入れ替わりの時に、弓で狙ったほうがいいさ」

　兵の話を聞きながら、ウラルはふーんと頷いた。

『そういう作戦なの。そうか、情報、ありがとよ』

　ウラルは川から飛び立ち、急いでゴシュラム城に戻った。

　朝日に照らされた、美しい城に近づく。そして窓から入ろうとして、ウラルは苦笑した。

『そうだ。部屋を代わったんだったな。あそこは位置からいくと、正妃の間だろ。いよいよ、シーナも、ゴシュラム王妃か……』

　窓に近づくと、すぐに白豹が顔を出す。

『うん、おまえは本当にいい子だな。大好きだよ』

　すぐにウラルは白豹に移り、シーナのベッドに駆け寄った。

『あら、まだ寝てるわ。そうか……怪我人だったな』

　ベッドに飛び乗ると、ウラルはシーナの顔をぺろっと舐なめた。

「うーん、ウラル、遅かったのね。夜中に白豹だけ帰ってきたから、心配してたのよ」

『お嬢ちゃん、今日はのんびりしていられない。すぐに作戦会議だ。ゴート王と、そうだな、いつもの仲間を呼び集めてくれ。それと俺、バズが作ってくれた料理が食べたい。ランチ会議といこうぜ』

「何なの、急に……」

『久しぶりにラウル・メイデン復活だ。たっぷり食って、俺も元気にならないと』

「レディ・アナシスにお願いするの？　陛下を呼びつけるなんてと、また怒られそう」

『だったら俺が、直接ゴート王のところに行ってくる』

「駄目よ」

　シーナの制止も聞かず、ウラルはひょいとベッドから飛び下りると、そのまま扉に向かった。ところが扉はそう簡単には開かない。カリカリとやっていたら、扉がそっと開き、その途端にアナシスの悲鳴が上がった。

『そんなに驚かなくてもいいだろ。こんなに可か愛わいいのに』

　ウラルは僅かの隙すき間まから体を出し、次の間から廊ろう下かに出る扉をまたカリカリと引っ搔いた。するとオズベルトが気がついて、すぐに扉を開いてくれた。

「どうぞ、神様……」

『おっ、気が利くね』

　するっと廊下に出たウラルは、そのまま王の間に向かったが、こちらには入り口に番兵が立っている。その番兵にウラルは、すりすりと体をこすりつけ、難なく扉を開けさせてしまった。

　ゴート王はすでに執務室で、膨ぼう大だいな書状に目を通し、時々サインなどしている。

『お仕事中、お邪魔するよ』

　その足下にすり寄り、ウラルは体をくっつけた。

「ウラル神、お戻りになられたのですね」

『作戦会議だ。食事しながらやろう』

「何か情報を？」

『ああ……あら、仕事の合間に、気が早いね、もう婚姻計画練ねってるの？』

「えっ！」

　ゴート王は慌てて周囲に目を走らせた。

『俺の声は、誰にも聞こえてないから、安心していいよ。しかしお祭り好きな男だな。ゴシュラム気質とでも言うべきか、この国の男って、みんなこうなの？』

「ま、まぁ、そうですね。陽気で、祭り好きです」

『ジュードもそうだもんなぁ。そうか、ゴシュラム気質か』

「いや、心を読まれるというのは、便利なようで不自由なものですね」

『馴なれればそうでもないよ。どう、シーナが陛下のこと、どう思っているか知りたい？』

　ウラルは白豹にあるまじき、笑い顔というやつになってゴート王を見上げた。

「いや、それは、わからないからこそ、努力の必要があるわけで」

『余裕だな。愛されてる自信をつけたな』

　ウラルの笑っている様子に、ゴート王は真っ赤になった。

『陛下、ハイルが消えたら、新王と手を組んで、ハッシュウィルの再興を手助けしろ。属国にするのではなく、自治権を認めてやれ』

「……勝機があるとお思いですか」

『ある。そのためには、ただちにザルツとシェルランドに、援軍を要よう請せいしろ』

「すでに書簡は送りましたが」

『さすがだ。やるね』

　だが両国の王が、この事態を他ひ人と事ごとのようにとらえたら終わりだ。

　両国はそれぞれ豊かな国だ。ゴシュラムとは友好関係にあり、交流も多い。

　けれど両国が脅威としているのは、北のハッシュウィルではなく、むしろ隣接するザルセンのほうだったから、実際にゴシュラムとウラルが侵攻されても、協力してくれるかどうかは定かではない。

『陛下、ここで外交力が試されるな』

「はい……」

『陽気でお祭り好きが幸いしたな。いい外交関係を築いてはいる。だがザルツもシェルランドも、ゴシュラムは豊かだから、自国でどうにかできると思っているだろう。そこでうまく噓をつけ』

「神が噓をつけとおっしゃるのですか？」

『作戦のうちさ。ハイルはザルセンと組む気があると伝えろ』

　ウラルの言葉に、ゴート王は激しく動揺していた。あるいはその可能性も、現実としては起こりうるからだ。

『ハッシュウィルの製鉄技術は、確かにこの時代では最高のものだろう。ザルセンにはまだ未開発の鉱山はあるが、開発技術は後おくれている。両国が組んだら、とんでもない武装国家が出来上がっちまうぞ』

「確かに……」

『そうなったら、ザルツやシェルランドは一ひと吞のみだ。これまでどおりの平和を維い持じしたかったら、ここでハイル潰つぶしに協力してくれと要請しろ。急げ。おっとその前に、昼食はバズの料理でお願いしますと、命じてくれ』

　言いたいことを言うと、ウラルはまたまじまじとゴート王を見上げた。

「何か？」

『シーナに対する今の気持ちを、ずっと変えずにいてほしい。死ぬまでの間なんて、長いようで短いもんさ。五十年、愛し続ければいいだけだ』

「やはりウラル神にとって、シーナ姫は特別な存在なのですか？」

『一人の人間だけ贔ひい屓きしてたら、神様稼か業ぎようはやっていけないんだけどね。再び目覚めてから、一番最初に関わった人間だ。つい贔屓もしちまうさ』

　だがどんなに特別でも、ウラルはシーナとずっと一緒にいられるわけではない。時は残酷にも、ウラルの知っている生き物の命を、いつでも先に奪っていくからだ。

「ウラル神は、これから私達の子孫がどうなっていくのか、ずっと見守っていかれるのでしょうね。ご一緒できないのが、実に残念です」

　ウラルの気持ちに気づいたような、ゴート王の言葉だった。

『そうだな……ずっと一緒にはいられない。残念だ……』

　すぐにゴート王の側から離れて、ウラルは扉に向かった。

　なぜなら今の複雑な気持ちを、ゴート王に気づかせてはいけないと思ったからだ。

『歴史に介入するのは、あんまりいいことじゃない。本当だったらシーナとアレンも死に、ウラルは滅びていたはずだ。そしてゴシュラムは長い戦いの末に、ハッシュウィルに負けていたかもしれない』

　そしてハイルが、巨大な帝国を築く。

　そうなっていたかもしれない未来を、ウラルは変えようとしている。

『二度とこんなことをしてはいけない……そう、いけないんだ』

　シーナの部屋に戻りながら、ウラルは一人考える。やはり考え事をする時は、無心な獣の中にいるのが一番だった。
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　王の昼食に、急遽数人が呼び集められた。テーブルの上には、食べきれないほどの様々な料理が並んでいる。レディ騎士の横に座ったジュードは、肘で突つつきながら囁いた。

「おい、何か思い出さないか？」

「んっ？」

「大食いラウルの食事だよ。何かさ、シーナ姫も好きだけど、俺はやっぱりラウルが懐かしい。あいつは神様が作り出した人間だってことだけど……とんでもなくおかしくて、でもいいやつだった」

　しみじみと言うジュードの言葉に、レディ騎士も何か考え込んでいる。やはりラウル・フォー・メイデンを懐かしんでいるのだ。

「やぁやぁ、いきなり料理を頼まれて、俺様、大忙しだったんですよ」

　バズはまだ料理長の服装のまま、二人の後ろに立って声を掛けた。

「この量は大変だったろうな。何人呼ばれたんだ？　席は八つしかないみたいだけど」

「そうですね。でも二十人前は用意してますよ」

　その時、ゴート王が軍の大将と、近この衛え騎士団の二名を伴って現れた。

「席に着いてくれ。料理長もだ」

「は、はい」

　これで七つの席は埋まった。もう一つ空いているのは、シーナの席だろうか。きっとドレスを着替えるのに手間取っているのだろうと思ったら、扉が開いて、最後の一人が入ってくる。

「遅れて申し訳ありません」

　爽さわやかな声がして、何とそこにはいつものラウルの姿があった。

「ラウル、い、いやシーナ姫？」

　ジュードは困惑している。同じように、ゴート王も不思議なものを見るように、シーナを見ていた。

　くるくるの巻き毛は真まっ直すぐになっている。そして胸もなくなっていた。

　けれどアレンによく似ているが、やはりどこか違う。

　そう、彼こそはラウル・フォー・メイデンだ。

「メイデン子爵、何の冗談だ」

　ゴート王はあからさまに不機嫌な様子で言った。

「軍事作戦会議ですから、ここは王の第一騎士として、やってまいりました」

「そのほうがやりやすいと判断したか。それでは、メイデン子爵、思う存分、食べるといい。体を締め付ける下着もないことだしな」

　嫌みのように言うゴート王に向かって、シーナはにこっと微笑んだ。

「ありがとうございます。料理長殿、また腕を上げたみたいだな。美お味いしそうだ」

　昼食とはいえ、ワインも用意されていて、シーナはすぐに杯を手にした。

「諸君、勝利は近い。ここでゴシュラム軍の健闘と、陛下の無事を願って乾杯しよう」

　シーナが言いだし、皆は同じように杯を手にした。

　ウラル神をよく知る者は、ここにいるのがシーナであってシーナではない。ウラル神なのだと気がついている。

　最初は不機嫌だったゴート王も、これはウラルの仕組んだことだと納得したようだ。杯を手にして、にこやかに乾杯と言うと、一気にワインを飲み干した。

「それでは、食事の合間に聞いていただきたい」

　そう言いながら、シーナはまず先に料理を口にする。

『うーん、川かわ鱒ますかぁ。今け朝さ方、生なまを食ったけどな。料理してあるのも美う味まいねぇ』

『ウラル、みんなあなたの話を待ってるのよ』

『いいから、待たせとけ。おっ、猪いのししの炙あぶり焼きか。こいつはもう絶品だな』

『そ、そうね。おいしいけど……ちょっと、ワイン飲み過ぎよ、ウラル』

『いいなぁ、人間にはワインがあるから』

　みんなシーナが食べることに集中しているので、仕方なく同じように食べ始めた。

「ラウル、その、わざわざ呼び出しておいて、何なんだよ。ただ美味い飯が食いたかっただけか」

　ジュードはちらちらとシーナを見ながら、つい以前のような口調で話しかけてしまった。

「そりぇもあゆが、ひゃくへんのへふめいもある」

「ああ、わかった。食いながら話さなくていい。一応、レディなんだから」

　くすっとジュードは笑っていた。

　みんなが会いたかったラウルが、そこにいると思って嬉しかったのだろう。

　次々と料理を平たいらげ、やっと一息ついたシーナは、その場に立ち上がり皆を見回した。

「失礼しました。体力の回復に、大量の食事が必要だったもので……。では、ハッシュウィルの内偵結果について説明します」

　シーナは自分の前に置かれた皿を片付け、そこに地図を拡ひろげた。

「ハッシュウィルは軍を二分し、一つを明日、ウラルに向けて侵攻させますが、もう一つの軍は、海からゴシュラムに攻め入る予定です」

「海から？　海って、あの海」

　バズの上げた声に、失笑する者もいない。みんな同様に驚いていたからだ。

「ハッシュウィルは大船団を持っています。失礼ながらゴシュラムでは、船はあってもあれほどの数はない。しかも海上での戦いは、ほとんどの兵が馴れていないでしょう。何しろ海軍がないんだから」

　このままずっと平和が続けば、軍そのものが必要ないのにと思いながら、シーナに入ったウラルはさらに続けた。

「海でハッシュウィル軍を撃退するのは、不可能です。だから上陸時を狙うしかない。または国庫から大量に金貨が消えるのを覚悟で、海かい賊ぞくを雇うかですが、これはあまりお勧すすめできない。やつらは平気で裏切るから」

「そうか、海上からか。それは考えてもいなかった」

　ゴート王は眉を寄せ、地図に描かれた海を見つめる。光こう海かいに接した海岸線、竜りゆう頭とう半島に守られるようにしてゴシュラムの港はあるが、そこ以外に船で上陸できるような場所はいくらもあった。

「ゴシュラム軍の主要部隊が、ウラルの援軍として向かうと、ハイルは読んだんでしょう。首都の警護が手薄になった時に、一気に海から上陸した部隊で、城を墜おとすつもりです」

「だがメイデン子爵。兵を搬はん送そうした後、船団は海上に留とどまっているつもりか？」

「城を墜とせば、陸路からでも帰れるし、ハイルとしてはそのままゴシュラムに、兵を常駐させるつもりかもしれません。何しろゴシュラムを攻め落とせば、兵の食料に困ることはないんですからね」

「二軍に分けるのか。そうなると……」

「はい、ザルツからの援軍を、ウラルに向けます。そしてシェルランドからの援軍には、船からの上陸阻止を手伝ってもらいましょう」

　ハイルだってこの作戦が、すでにウラルに読まれていると覚悟はしているだろう。だがもう一つの作戦は、まだ気がついていないと思っているはずだ。

「そしてハイル陛下ですが」

　嫌みのようにわざわざ陛下とつけて、シーナはハイルの名を呼んだ。

「最初はウラルに向かいます。ところがそこにいると見せかけて、ただちに戻り、船団と合流するつもりでしょう」

「そんなことが時間的に可能なのか？」

　ゴート王は懐かい疑ぎ的だ。疑うのはもっともだった。海から攻めてくるとしたら、どんなに早くてもハッシュウィルを出てから半日以上掛かる。

「ウラルの国境までは本物のハイルがいるのでしょう。そこから入れ替わるんですよ。陛下お得意の、替え玉作戦を真ま似ねしたんです」

　シーナの言葉に、ゴート王は苦笑いを浮かべた。

「国境沿いに馬を飛ばし、首都の港からではなく、もっとゴシュラム近くから小型船に乗ってくれば、楽に船団に追いつきます。ハイルがウラルに向かっていると思ったら、陛下自らが軍を率いてウラルに出向くと読んでの作戦ですよ」

　もし河か原わらでそんな話を耳にしなければ、ウラルもあやうく陽動作戦に引っかかるところだった。わざわざ暗殺計画の話をしている側に降りられたのは、やはりウラルの優すぐれた予知能力のお陰かもしれない。

「偽にせ物もののハイルは、簡単に討たれるかもしれない。それもハイルの狙いでしょう。こちらが油断している隙に、ゴシュラムに攻め入ることが簡単になりますから」

「それではメイデン子爵は、最初から海際に主力部隊を投入したほうがいいと思うのだな」

「はい、そしてハイルを討つには、合流するために、船で追いかけていく時をおいてはないと思っています。きっとハイルだって、限られた人間しか側に置いていないでしょうから」

　そんなことシーナも知らなかった。ウラルの考えに、シーナは何だか嫌な予感がしてたまらない。

　ウラルは本気でハイルを討つつもりでいる。

　そのためには、とんでもないことをやりそうだ。

「だからこそ、この作戦会議を願い出たのです。ハイルを討つには、下手に大人数で動きを知られるより、少人数で追ったほうがいい。ここは陛下にも、お得意の替え玉作戦を、ぜひお願いしたい」

「従兄弟のゾードを使えと……」

「はい、ウラルに向かう援軍の先頭に、陛下がいると思わせるのです。ウラルはすでに迎げい撃げき態勢に入り、民兵も入れて軍を強化しています。ザルツからの応援があれば、十分に撃退できるでしょうし、ゴシュラム軍が助けてくれると思えば、士気も上がります」

　淀よどみなく話すシーナ、いやラウルの様子に、居並ぶ全員が感心した様子だった。

「ウラルは問題ないでしょう。後は船団の上陸場所を割り出し、ゴシュラム軍大将、ヨンベルグ閣かつ下かに総指揮を一任というのはいかがですか？」

　ゴート王の横で、むすっと押し黙だまっていた大将は、自分の名を呼ばれて背筋を伸ばした。

　ゴシュラムでは軍の最高責任者である将軍は、王が兼任している。その下で実際に軍を統とう括かつしているのが、この大将であるヨンベルグ・ゴッホ侯こう爵しやくだった。

　けれど平和が続いたゴシュラムでは、大将とは名ばかりで、これまでほとんどゴシュラム騎士団や近衛騎士団に、指示を仰ぐばかりだったのだ。

「わ、私に一任すると申されるのか」

「ゴシュラム騎士団もおります。そしてシェルランドの騎士団も……」

　シーナは救いを求めるように、レディ騎士を見つめた。

　けれどレディ騎士にも、シェルランドの軍や騎士団が助けに来るとは、ここで簡単に言えなかった。

「失礼ながら、陛下はどうされるおつもりです？」

「メイデン子爵と共に、ハイルを討つ。我が国、及び近隣諸国の恒こう久きゆう平和を望むなら、ハイルを討つことが先決だ。このままハッシュウィルがザルセンと手を組むようなことにでもなれば、四つの国が同時に滅ぼされるだろう」

　確信を込めてゴート王が言ったので、またもやその場は静まり返った。

「ジュード、レディ騎士、それにバズ。貴殿らを呼んだのは、ハイル追つい討とうに加わってもらいたいからだ。ハイルは人間なのに、おかしな力を持っている。人の心を繰れるんだ。貴殿らは、ハイルをよく知っている。そう簡単に繰られるようなことはないと信じてるから」

「無敗軍団を引き連れていると思うが、何人いるだろうか？」

　レディ騎士の問いに、シーナはうーんと唸うなった。

「私の読みでは五人だが、あるいは十人かもな。そうなると明らかにこちらが不利か」

「七人だ。今、ここにいる大将を除く、七人で行動する」

　提案ではない。ゴート王はすぐに決定してしまった。

「どこからこの作戦が漏もれるかわからない。そうなったら、ハイルを討つ好機を逃してしまうだろう。だがメイデン子爵、本当にハイルはそんな面倒なことをやると思うのか？　最初から船で、ゴシュラムに向かえばいいだけではないか」

「ハイルは陛下とは違うのです」

「どう違うというのだ？」

「ハイルには、誰も信用できる人間がいません。そこが陛下との大きな違いです」

　シーナは全員に対して、信頼の籠こもった目を向けた。

「陛下がたとえその場にいなくても、ヨンベルグ大将は立派にハッシュウィル軍を迎え撃つでしょう。従兄弟のゾード卿は、たとえ自分が狙われると知っても、陛下のために立派に身代わりを務められると思います」

　そこまで言うと、シーナはふうっとため息をついて、焼き菓が子しに手を伸ばした。

「失礼。熱弁をふるってたら、お腹が空いてきちゃいました」

　その途端、緊張感がどっと崩れる。シーナの前に、バズは残っている料理を集めて並べてやった。

「自分は平気で人を裏切るから、ハイルは誰も信じていないんだな」

　話さなくなったシーナの代わりに、ジュードが言ってくれた。

「だからどっちにも自分がいるように見せかけて、裏切れないようにしてるんだろう。だけどどうしてラウルには、ハイルのそんな動きが読めるんだ？」

　ジュードの質問に、レディ騎士が代わって答えてくれる。

「それは神だからだ」

「簡単に落とし穴に落ちてたけど？」

　この間の失敗を言われて、シーナの中にいるウラルは苦笑する。

「替え玉を利用して、ハイルは自国内の裏切り者を炙り出すつもりじゃないか？　あの男ならやりそうだ」

　レディ騎士の言葉に、シーナは大きく頷いた。

「恐怖で従わせているからな。ハイルが今恐れているのは、敵じゃない。味方だ」

　あの病弱なイシカでさえ、ハイルの命を狙っている。

　ウラルはハイルが気の毒に思えてきた。敵しかいない人生なんて、何もいいことはない。もしかしたらハイルにとっては、死こそ一番の安らぎになるのではないだろうか。
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　ウラル侵攻を前にして、ハイルは弟のラスタのいる、城の外れを訪れていた。そこは元々城内のゴミを集めておくような場所だったが、なぜかラスタは自分だけの居場所を作り上げてしまったのだ。

「いつの間にこんなことになったんだ。臭くさいな」

　見ると家か畜ちく小屋があり、中には丸々と肥こえた豚ぶたが数頭、それに牛や山や羊ぎが飼われていた。

「しばらく会わぬ間に、すっかりおかしくなったようだな」

　ハイルを見ると、これまでは恐怖の表情をすぐに浮かべたラスタなのに、今はただ枯かれ木でも見ているようなうろんな目しか向けてこない。

「ここで何をしている？」

「土……」

「土？」

「ハッシュウィルの沿えん岸がん地帯は、塩えん害がいで土ど壌じようが作物を育てるのに適てきさないんだ。土質を改良するには、どうしたらいいのか調べてるんだよ」

「どうしたんだ、ラスタ？　おかしいぞ、狩りにしか興味がないような男だったのに」

　理由を思いつくとしたら、たった一つだ。以前、ラスタは神に体を乗っ取られている。あれからどうも様子がおかしくなったようだ。

　以前はこんな知的な会話のできる男ではなかった。けれどハイルにとって救いなのは、ラスタが興味を持ったのが玉座ではなく、土だったことだろう。

「何でそんなことをしているんだ？」

「わからない」

「わからない？　だったら意味がないだろう」

「いつかいい土を作れたら、ハッシュウィルでも食べ物に困らない時代が来る。そんな気がしてやってるだけだ」

「王の葬儀にも出なかったな」

　ラスタはその問いには、頷いただけだった。

「ゴシュラムを手に入れれば、もう食料で困ることもなくなる。そんな土弄いじりをしても意味がない。それよりどうだ、あの金色の姫、欲しければ奪ってきてやるぞ」

　けれどラスタは、ハイルのせっかくの申し出にも首を横に振る。

「欲しくないのか？」

「欲しくない。それよりハイル……」

　ラスタは何か言いかけたが、素焼きの壺に入れられた土に目を向けて黙り込んでしまった。

「何か言いたかったんじゃないのか？」

「奪うだけだったら、そのうち奪うものがなくなる。だから俺は作ることにした。それだけだ」

「土を弄っているだけで、食料ができるんなら素晴らしいことだ。まぁいい、好きにすればいいさ」

　どうしてあのウラルの神が気に入らないのか、ハイルにもこれでよくわかった。

　あの神に取り憑つかれると、人間性が変わってしまう。狼おおかみ使いのアゼルといい、ラスタといい、裏切り者の無敗軍団兵士といい、なぜみんなあんなにいい人間のように、振る舞い始めるのだろう。

　それが神の力だとでもいうのか。

　危あやうく、父王アタカンまで、神に心を乗っ取られるところだった。そんなことになったら、きっとアタカンはよい施し政せいを行う王になってしまって、ハイルの望みを打ち砕くだいただろう。

　ハイルは続けて、もう一人の弟イシカの部屋を訪れた。

　嫌な咳をしながら、背を屈めたイシカは、まるで重度の病人のようだ。

「陛下、何のご用でしょうか」

　その呼び方に、ハイルは眉を上げた。

「兄と呼ばず、陛下と呼ぶんだな」

「それは当然です。戴冠式はまだですが、もう兄上が王となることは、決まっておりますから」

　イシカは震える手で、ハイルにワインを注ごうとする。けれど杯にうまく入らず、小さなテーブルの上には、血だまりのようにワインが零こぼれていた。

「イシカ、これは命令だ。髪を銀に染めろ」

　薄い茶色のイシカの髪を手にしながら、ハイルはさらりと言う。

「はっ？　何のためにですか？」

「ウラル侵攻の時に、私のふりをして出陣してもらう」

「そ、それは無理です。私はこのような病人なので、とても長旅はできませんから」

「たかが半日、馬に乗るだけだ」

　ハイルはにこやかに笑いながら、自分に注そそがれたワインをイシカの手に持たせて、飲むように勧すすめた。

　この国では、食べるものも飲むものも、何一つとして安心できない。誰がいつ、毒を盛るかわからないからだ。

　イシカは毒入りでないと証明するために、咳込みながらワインを口にした。けれどその顔は、酒を飲んで赤くなるどころか、真っ青になっていた。

「私では、陛下より体が小さすぎますから、すぐに気づかれてしまいます」

「馬上にいれば、たいして気にはならないものだ。それともこうしようか。今から足先を斬って、義足を着けてやろう」

　ハイルはイシカの手からワインを奪い返し、ゆっくりと飲み干しながら言った。

「な、なぜ私なのです。もっと背格好の似た者が、おりますでしょう？」

「イシカ、お前の忠誠心を試したいだけなんだ。この兄のために、身代わりを引き受けてくれ。大丈夫だ。無敗軍団が、しっかりと守ってあげるから」

　イシカの体が細かく震えだす。それを見たハイルは、優しげにその肩を抱いた。

「おまえは戦場に出たことがないから知らないだろうが、一番偉えらい人間は戦わなくていいんだ。安全な場所で、戦せん況きようを見守っていればいいだけなんだよ」

「陛下は、自ら剣を手にして、戦うと聞きましたが」

「それはしょうがない。私は剣で人を殺すのが大好きだからな。自分の楽しみのためにやっているようなものだ」

「な、なぜ、そんな代わりの人間が必要なんです？」

「ハッシュウィルの裏切り者が、私に向かって矢を射るかもしれないからな……用心のためだ。安心しろ。私が側にいて、もし矢が飛んできても、すぐに薙なぎ払ってやるから」

　耳元で囁くハイルの声に怯えたのか、ついにイシカはよろけてしまった。

「おっと、一口のワインで酔よったのか？」

　しっかりと両腕を持って支えてやりながら、ハイルは楽しそうにさらに続けた。

「明日は真新しい甲冑を用意する。これまでのように王子のものじゃない。王に相応しい、煌きらびやかな素晴らしいものだ。イシカ、おまえもそんな甲冑が着たかったんだろう？」

　愚かなイシカ。貴族達に唆そそのかされて、裏切りの片かた棒ぼうを担いだ。森に隠れれば、裏切りも発覚しないとでも思ったのだろうか。

「早朝に出発する。それまでに髪を染めろ。いいな」

　その時、ハイルの腹心とでも言うべき、無敗軍団の兵が二人、すっと部屋に入ってきた。もはやイシカに逃げ道は用意されていない。裏切りを唆した貴族の誰一人として、助けには来てくれないだろう。

「土弄りでもしていればいいものを、森になんて行くからだ」

　何もかもわかっているというように、ハイルは言うと、気を失いそうなイシカを振り返ることもせず、部屋を出ていった。








◆◆◆






　伝令の早馬が、ザルツからウラルへと続く街道を駆け抜けていく。それに遅れて、甲冑を纏い武装した騎士を乗せた数十騎の馬が、足並みを揃そろえて走っていった。

　老齢のザルツ王は、ウラルに援軍を送ることに消極的だったが、独自の騎士道美学を持つゴルドフ派騎士団は、こんな時にこそ力を貸さねば騎士道が廃すたると、進んで援軍を申し出たのだ。

　ウラル国内は、すでに厳げん戒かい態勢に入っていた。戦うことなど何も知らなかった国民から募った兵が、鍬くわや鋤すきの代わりに槍を手にし、隊列を組んで国境付近へと進軍している。

　ハッシュウィル軍を迎え撃つために、すでに国境には仮設の砦とりでが建設されていた。

　そこに続々と集まってくる兵の中には、ゴシュラム軍もいる。

　ゴシュラムからもたらされた豊富な援助物資の荷を、戦いには参加できないような年齢の男達や女達が解ほどいていた。そして中から出てきた食料で、次々と兵のための食事が用意されていく。

　鍛冶屋は火を熾おこし、武具や蹄てい鉄てつの手入れを休みなく行っている。急遽ウラルに戻ってきた神官達は、怪我人を救護する態勢をすでに整えていた。

　戦いくさの準備は整った。

　けれど一つ欠けているものがある。

　アレンは砦の様子を見ながら、足りないものについて考えていた。

　神がいない。

　ウラルの神は、シーナと共にゴシュラムにいた。

「大丈夫だ。神がいなくても戦える。この国を守り抜いて、また神を迎え入れるんだ」

　アレンは空を見上げながら、自分を励ますように言った。

　その時、伝令が駆け寄ってきて、アレンにとっての朗ろう報ほうを伝えた。

「申し上げます、陛下。ただいまザルツ国、ゴルドフ派騎士団八十二名、到着いたしました」

「ザルツから援軍が……しかもゴルドフ派騎士団か……心強いな。では、この後、ゴシュラム軍の代表と共に、作戦会議を行うと伝えてくれ。丁重にもてなすように」

「はい」

　アレンの横にいたミトリは、素早くゴルドフ派騎士団の数を、戦略図の中に書き入れる。

「ミトリ、これは勝てる。ゴルドフ派騎士団は、近隣最強と言われる騎士団だ。ザルツはこの戦いを、あくまでも隣国のことと傍観しているだけかと思っていたが」

「義に篤あつい騎士団と聞いています。アレン様、いずれザルツに何かあった時には、何を差し置いても援軍を差し向けることで、この恩はお返ししましょう」

「そうだな。受けた恩はいずれ、すべて返そう」

　風が吹いている。けれど激しい風ではない。陽は明るく、初冬とはいえ寒さは感じられなかった。

　民兵も、砦で働く者も、戦の前だというのにみんな元気だ。自分達の手で国を守るという高揚感で、支えられているからだろう。

「あのまま、闇の中にいたら、この光景は見られなかった」

　呟いたアレンは、また空を見上げる。

　神に会いたかった。

　ウラルの神は、非力な神だ。怒りの雷いかずちを降らせることもなければ、山を動かしたりもしない。望む者に王位を授けたり、人を金に変えたりもしなかった。

　けれどウラルの神は、その優しい心と叡えい智ちで、人々をよい道へと誘いざなう。

「奇跡を待っているだけでは、何も始まらない。自ら進んでいかなければ、何も解決しないんだ。ここに戻れてよかった……」

　空の一いつ画かくに、黒い点のようなものが見える。やがてそれはアレン目指して、素晴らしい速さで近づいてきた。

　ばさばさと羽音が聞こえるほど近くになってから、アレンはそれが鷹たかだと気がついた。

「こんな時に、人も恐れずに来るなんて……もしかしたら……」

　鷹はそのまま、アレンの肩に舞い降りてきた。

『ようっ、アレン、元気そうだな』

「ウラル神！」

『挨拶はいいよ。ただ今上空から偵てい察さつ中で、大忙しだ。鳥は体が小さいからね。すぐにエネルギー切れになっちまうから、餌を補給しながらで大変なんだよ』

「今、お会いしたいと願っていたところです」

『うん、そうじゃないかと思ってね』

　鷹を肩に乗せたアレンの様子を、周囲にいた人々は驚きの目で見ている。アレン王はいつの間に、鷹狩りまでするようになったのだろうと思われたようだ。

『ハッシュウィル軍はもう出発した。陽が中天から少し西に差し掛かる頃には、到着するだろう。こっちの準備は整ってるみたいだな』

「はい……ミトリ、至急、上質な肉を、ウラル神に差し上げてくれ」

　ミトリはすぐに事情を察したのか、足早に仮の厨房に向かう。

『平和になったら、ミトリは側近か文官にしてやれ。あいつは本質的に、戦いが嫌いだ。強いんだけどね、もったいないが』

「よくご存じですね」

『ん、一度でも中に入ると、その人間の本質がわかるんだよ。アレン、君は少し生真面目すぎる。だから心がね、想定外のことに弱いの』

「はっ、はいっ」

『一生懸命はいいけど、負けてもいいやって、心の余裕を育てるといい。何でも一番でなくていいんだ。何か誇れるものが一つでもあれば、人は楽しく生きていけるもんさ』

　ふとアレンは、ウラルの中にこれまで感じなかった感情があることに気がついた。

　なぜだろう、ウラルはこうしてアレンと話しながらも、寂しそうだったのだ。

「ウラル神……何かありましたか？」

『んっ……一つ、情報を置いていく。ハッシュウィル軍の先頭にハイルがいるが、そいつは偽物だ。本物は別の兵のふりをして隠れている』

「えっ？」

『ハイルを討ったからといって、浮かれるな。他の兵には教えなくていい。ミトリとアレンだけは、状況を理解しておけ。ハイルはすぐに引き返し、海からゴシュラムに侵攻するつもりだ』

「当然、ゴート王はご存じなんですよね？」

『ああ、俺達はハイルを追う』

　そこでアレンは、ウラルの悲しみの正体に気がついた。

　何とウラルは、あれだけ非情なことをしたハイルに対して、同情していたのだ。

「ハイルを殺すことを、躊た躇めらっていらっしゃるのですか？」

『んっ……そうじゃない。君らと同じ人間として生まれてるのに、少し可哀想だなと思ったんだよ』

　ウラルはアレンと一緒に、嬉き々きとして働く民の様子を見ながら、さらに続けた。

『俺は自ら定めた神の教えに、反することをしようとしている。人が人を殺すこと、これが第一の罪だ。だがこれにも別の解釈の余地はある。自らの命を守るためには、殺すことも許されるとね。それがなければ、悪いことをしたやつが、堂々と生き延びていいことになっちまう』

「それはわかります」

『ハイルは罰されるべきだ。だけどね、あいつが死ぬまで、どれだけの愛を知ったのかと思うと、可哀想になっちまうんだ』

　ミトリが肉を載のせた大皿を手にして、走ってくるのが見えた。途端にウラルは、嬉しそうに羽を震わせた。

『愛すること、愛されることを知っていたら、あそこまで非情にはなれなかっただろう。もしかしたら過去には、ハイルにも救われるチャンスはあったのかもしれないがな。地上最強の運命の神ってやつが、ハイルを見捨てたんだ』

　ミトリが下に皿を置くと、すぐにウラルはアレンの肩から飛び降り、がつがつと肉を食べ始めた。

　アレンはすぐにミトリの腕を取り、顔を寄せてその耳元に囁いた。

「ハッシュウィル軍の先頭にいるハイルは、偽物だそうだ」

「……本当ですか？　でも、何のために」

「恐らく最初に討たれるようにし向けて、我々を油断させるつもりなんだろう。そのままハイルは、海からゴシュラムに向かうようだ」

「海から。だったらゴシュラムの国境沿いの街道から、海岸に向かうつもりでしょうか」

「そうだろうな。きっとその先に船が用意されているんだ」

　言わなくてもわかるだろうと言うように、アレンはじっとミトリを見つめた。

　するとミトリは頷き、アレンの望む答えを言ってくれた。

「ウラル騎士団の総長、アーデン卿に全権を委い任にんして、私達はハイルを追いましょう」

「ありがとう、ミトリ」

　ついにハイルを討てる。アレンはウラルと違って、ハイルに同情する気持ちは全くなかった。

　これでハイルに殺された両親も、安心して眠れるだろう。ウラルの国民も、もうハッシュウィルの脅威に怯えることはなくなるのだ。

「ウラル神が教えてくださったのですか？」

「ああ、そうだ。もし何も知らなかったら、偽物を討って喜んでいたな」

　後で偽物と知ったら、アレンはかなり悔くやしい思いを味わっただろう。

　またもやウラルに、アレンは心を救われたのだ。

　もの凄すごい勢いで肉を食べ終えると、ウラルはまたひょいっとアレンの肩に乗った。

『それじゃアレン。頑張れよ』

「はい。ウラル神、この戦いが終わったら、また神殿を建て直します。神官達も呼び戻し、ウラル神にとって居い心地ごこちのいい場所にしますから、すぐにお戻りください」

『さぁ……それはどうかな』

「えっ？」

『もうここでの俺の役目は、終わったような気がする。後は君達だけで、しっかりとやっていきなよ』

「ウラル神、まさか、お戻りにならないつもりですか？」

　アレンは驚き、思わず鷹を手で捕まえそうになった。

『歴史や運命に干かん渉しようし過ぎるってのも、あまりいいことじゃないからな。神に依存しているようじゃ、人間はどんどん駄目になるしね。遠くで見守っているくらいが、神様にはちょうどいいってことさ』

　そのまま鷹は、ふっとアレンの肩を離れて飛び立つと、上空で一度くるりと旋回して、何い処ずことも知れずに飛び去ってしまう。

「ウラル神……行ってしまったのか……」

　神殿を拒否する神なんて、いるものなのだろうか。

　だが、いかにもウラルらしい答えだ。会いたいと思っても、こちらからは捜すこともできない。それが神というものなのだろうから。
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　ハイルが気に入らないのは、内ない偵ていの戻りが非常に遅いことだ。中には戻らない者もいる。

　敵側には、あの厄やつ介かいな神がいる。空飛ぶ鳥に憑ひよう依いすれば、楽にこちらの動きが読めるのだと、ハイルは苛いら立だっていた。

　ウラルへの進軍が開始された。先頭には真新しい甲冑に身を包み、兜かぶとを被った新王がいる。

　別にこれは替え玉ではない。本物の新王だ。なぜならまだ誰も、戴冠の儀式をしていない。ハッシュウィルには仮の王しかいないのが現状だ。

　弟のイシカが仮の王を名乗っても、何の問題もない。いずれ私にはやはり無理だとなって、ハイルに王位を譲ゆずるだけのことだ。あるいはこの戦いで、新王は命を落とす可能性だって大いにある。

　馬に乗ってはいるものの、イシカにはほとんど意識がない。怯えてしまって立つこともできなくなったイシカに、ハイルはちょっとした暗示を掛けた。

　さぁ、イシカ王、今から晴れの出陣だ。あなたは世界一強い王なんだから、何も恐れることなどないのだと、耳元で囁いたのだ。

　可哀想なイシカは、すぐにハイルの暗示に掛かった。そうでもしなければ、もう息をすることもできないくらい怯えていたから、むしろ夢の中にいるような今の状態は、イシカにとっては救いなのかもしれない。

　初戦はすぐに引き上げるつもりだ。恐らくイシカが討たれたら、アレンはハイルが死んだと思って満足するだろう。ハッシュウィルの残兵を追うような真似は、お人ひと好よしのアレンがするはずがない。

　その間にハイルは、ゴシュラムを攻め落とし、再度大軍団を結成してウラルを陥落させるつもりでいた。

　もし戦いでイシカが死ななくても、貴族達が抱き込んだ裏切り者の兵が、イシカをハイルと間違えて殺してくれるはずだ。

　当初使うつもりだったハイルの偽物は、すでに船に乗ってゴシュラムに向かっている。ハイルの到着が多少遅れても、戦意が喪そう失しつするようなことはないだろう。

　最初のゴシュラム攻略は失敗した。無敗軍団の兵を大勢失ったのは痛かったが、アタカンの死によって国軍も手に入れられたから、ハイルは過去の失敗には拘こだわっていない。

　むしろゴシュラムの軍事力が知れて、よかったと思っているくらいだ。

　ウラル騎士団が抜けたら、ゴシュラムの兵力も劣おとる。しかもゴシュラムは、ご丁寧にウラルに援軍まで差し向けた。

　海から上陸してくるハッシュウィル軍の本隊を、撃破するだけの力はないだろう。

　たとえ内偵されていても、勝てるとハイルは確信していた。

　イシカがハイルと入れ替わったことを知っているのは、共にゴシュラムに向かう無敗軍団の十人だけだ。それ以外の兵は、ハイルだと思ってはいるようだが、疑っているのも確かだった。

　なぜならハイルは、どんな戦いの時でもほとんど兜を被らない。飛んでくる矢は、奇跡のように自分には当たらないと思ってでもいるのか、いつも美しい銀髪を靡なびかせ、自ら先陣を切って戦ってきたからだ。

　しかも新しい甲冑は、イシカには大きすぎる。兜にも馴れていないのか、重そうにしていて頭が下がっていた。

「陛下、ウラルの砦が見えてまいりました」

　兵が砦を示すが、イシカは頭を上げることもできない。病弱であるイシカは、生まれてからこんなに長時間馬に乗ったこともないから、疲れ切っていたのだ。

　砦から喚声が上がった。そして最初の一団が、ハッシュウィル軍に休む暇もなく襲いかかってきた。

「ザルツ国、ゴルドフ派騎士団、義によって参戦いたす。ハッシュウィル王、今すぐ帰国されればよし。さもなくば討つ」

　先頭で叫んでいる騎士に、ハイルは見覚えなどない。いずれ侵攻するつもりの国ではあったが、何で今、無縁であるはずの戦いに加わっているのか、そこが理解できなかった。

「義とは何だ？　余計なことを」

　苛立ったハイルは、号令もかけずにいきなり馬を走らせて斬り込んでいった。

　いつものことだ。ハイルが戦いだせば、皆、黙ってついてくる。騎乗兵は一斉に、ハイルに従って動きだす。

　その時、大地を震わせるような大歓声が響いて、砦から一気に歩兵軍が走り出てきた。その数は、ハイルが読んでいたよりはるかに多い。

　歩兵といっても、民兵が多いようだ。かつての無敗軍団だったら、あっさりと始末できるのに、こちらも主力部隊ではない。数と勢いで苦戦を強しいられそうだ。

「アレンはどこだっ」

　ザルツの騎士団は思った以上に手て強ごわい。大国ザルセンと隣接しているだけに、いつ侵攻されるかわからない危機感から、武力に秀ひいでた者が多いのだ。

　そんなことは知っていたが、まさかここでいきなり対戦するとは思わなかったから、ハイルも強敵相手に手こずっていた。

　どうせならアレンを討ちたいと思っていたのに、肝心のアレンの姿がどこにも見えなかった。

「ウラル王、どこにいるっ！」

　金の髪を、兜で隠してしまっただろうか。そうなってはハイルにも、見つけることは難しい。

　援軍に先陣を任せて、アレンはどこに行ったのだろう。

「逃げたのか！　アレン」

　ハイルはいつかアレンの姿を捜すことに必死になっていた。アレンを討つのは、ゴシュラムを攻め落としてからでも十分だ。そうわかっていても、戦いの場に立つと血が騒さわぐ。

　アレンを捜しながら馬を繰っていたハイルは、数人の兵に守られ、剣も抜かずにただ呆然としているイシカを見た。

　形だけでも守ってやるつもりは、ハイルにはない。

　その時、ウラル騎士団の数人が、イシカに向かっていくのが見えた。

「アレンか……」

　だが兜から漏れ出る髪は、どれもあの美しい金色ではなかった。

「ウラル騎士団、メイソン・アデルだ。ハッシュウィル王、覚悟しろっ！」

　年の若い騎士なのだろう。功労を焦あせっているのか、仲間に守られて勢いよくイシカに向かって近づいていき、剣の一振りで一瞬にしてイシカの首を切り落としていた。

「おかしいな。アレンがいれば、あの役は譲るはずだ」

　ハイルはすぐに、ここにアレンがいないと気がついた。

「新王は死んだ。撤てつ退たいしろっ」

　腹心の無敗軍団兵に告げると、ハイルはすぐに馬の向きを変えて走らせ始めた。最初から約束していた無敗軍団が、ハイルの後をついてくる。王の死で逃げ出したのかと、誰も追ってくる様子はない。

　そのまま海を目指してハイルは駆け抜ける。

「気をつけろ。ウラル王はきっとこの先で、待ち伏せしている。何があっても振り切って、海を目指せ。いいなっ」

　叫びながら、ハイルは邪魔な兜を外して捨てた。

　アレンは逃げたのではない。

　ハイルが海に行くと知っていただけだ。

「神か……またあいつのせいで」

　鼠ねずみ一匹近づけないで、用心していたつもりだ。けれどまるでそこに行けば秘密が聞けると知っているかのように、ウラルは先回りして情報を手に入れる。

　ハイルにそこまでの力はない。

「あんなものが目覚めなければ、もっと簡単にやれたものを……。金の姫を逃がしたのが、失敗だったな」

　シーナがご神体を持っていたのは知っていた。けれどあの中に、こんなややこしい敵が隠れていたとは、ハイルも知らなかったのだ。

　船で行くことを、どうして神は気づいたのだろう。ハイルが最初から船でゴシュラムに行くとは思わず、ウラルへ行くとどうしてわかったのか。

　ハイルは悔しくて、下唇を嚙む。微かすかに血が滲にじむほど、嚙みしめていた。

　その時、矢が目の前を過ぎった。そして銀色の髪が数本、綿毛のように飛び散った。

　マントにも突き刺さる。ハイルはすぐに剣を抜き、次の矢は薙ぎ払った。

　木々の合間に、きらっと光るものがあった。

　アレンの金色の髪だ。

「ここでの対決をお望みか。だが、じっくり相手をしてやる暇はない」

　アレンに続いて、数人のウラル騎士団が、ハイルの行く手を阻はばもうと出てくる。

「構うなっ、振り切れっ」

　戦うのもいいが、そんなに時間は掛けられない。ぐずぐずしていたら、ウラルから追っ手がやってくる可能性もある。

　次々と矢が射られ、二人の無敗軍団兵が脱落した。けれど背後を顧みることなく、ハイルは突き進む。するとその後を、アレンが追ってきた。

　アレンの馬はまだ疲れていない。足は速く、どんどんハイルとの距離は縮まってくる。

「ハイルッ！　逃げるな。下りて戦えっ」

「そうか、そんなに戦いたいか」

　ハイルは馬の走りを抑え、いきなり剣でアレンに斬りつける。けれどアレンも簡単に倒されるようなことはない。

「いつ戻ったアレン。それとも中にいるのは、神を名乗る魔物なのか？」

「戻って最初に思ったことは、ハイル、お前を討つことだけだ」

　馬上での激しい剣の応おう酬しゆうとなった。だがこうなるとハイルは不利だ。馬を傷つけてしまったら、先に進むことができない。アレンが簡単に倒せるような相手だったら、下りて即座に勝負をつけるが、今のアレンは気迫に溢れていて、倒すには時間が掛かりそうだった。

　その時、無敗軍団兵が追いついてきて、アレンを攻撃した。その隙に、またもやハイルは馬を走らせる。

　何人、味方が残っているのか、もう確認する余裕もない。ひたすらハイルは、海を目指していた。
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　海までまだ距離はあるのに、風には潮しおの匂いがしていた。ハイルが船を隠した海岸の手前で、シーナ達は少し高い場所から、ひたすらハイルが来るのを待っていたのだ。

　シーナは顔を上げて、空に浮かぶ雲の行方を追う。雲の速さで、風がわかる。そして風がわかれば、矢がどれだけ正確に狙ったものに当たるか、予測することもできた。

　ゴート王に贈られた新しい甲冑と剣、そして以前に贈られた弓矢で、シーナは完全に武装していた。ラウルとしてではなく、シーナにこの格好を許してくれたゴート王に、シーナは感謝している。

「凜り々りしいな、シーナ姫。そんな姿も、あなたらしい」

「はい。私はもし姫を授かっても、刺し繡しゆうとダンスだけを教えるつもりはありません。何より教えたいのは泳ぎです。陛下、泳げますか？」

「おかしなことをいきなり聞いてくるなぁ。私だって泳げるのだが」

　二人の会話を聞いていたジュードが、レディ騎士に向かって訊いている。

「ジョージア、泳げるか？」

「もちろん。城の濠ほりが深ければ、泳いで渡る必要も出てくるからな」

「そ、そうか。まいったな。バズは泳げるのか？」

「魚を捕るために、湖にも行きますからねぇ。そりゃ俺様だって泳げますよ」

「えーっ、そうなの」

　ジュードのしょんぼりした様子に、バズは笑いだす。

「もしかしてジュード様、泳げないなんてことないですよねぇ」

「……俺は都みやこ生まれの都育ちだ。泳いだことないんだよ」

「えーっ、ゴシュラムには海もあれば、湖や池がいっぱいあるのに？」

　バズに言われて、ジュードはますます落ち込んだが、すぐにぱっと顔を輝かせた。

「そうだっ！　ジョージア、今度、俺に泳ぎを教えてくれ。でもあれかな。男はその下帯一枚でもいいけど、ジョージアはどんな格好して泳ぐんだ？　ドレスってことはないから、やっぱり下着一枚で？」

「何も着ないで泳ぐ……」

　さらりとレディ騎士が言ったので、ジュードは固まった。

「い、いや、それはまずいだろう。人目ってのがあったらどうするんだよ。そう簡単に誰にでも、見せていい体じゃないんだぞ」

「本気にしたのか？　ジュード、どういう騎士教育を受けてきたんだ」

「えっ、いや、ちゃんと受けたよ。えーっと、何て名前の騎士だったっけ。忘れたな」

「甲冑を着けての泳法、習ってないだろう」

「何だ、そりゃ？」

　レディ騎士は目を細めて、呆れたようにジュードを見つめる。

「貴殿、甲冑を着たまま濠に落ちたら、間違いなく溺でき死しするな」

「うっ！」

「そ、それは俺様も習いたいです。レディ騎士、俺様にぜひ教えてください」

　バズは真剣な顔で頼んでいる。

「駄目だ、バズ。いくらバズでも、それは駄目。あれだろ、水に濡ぬれると、どんな服でも体の線が出てくるからさ」

　レディ騎士は、ジュードの頭をぴしゃっと叩いた。

「こういう状況で、何をふざけている」

　レディ騎士は本気で怒りそうだったが、シーナが笑いだしたのでもう怒れなくなってしまったようだ。

「レディ騎士、それはぜひ、みんなに教えるべきだと思うわ」

「ですが、姫、サビル卿の場合は、まず泳ぎから覚えないといけないですから、そこまで面倒見るつもりはありません」

　冷たくレディ騎士が言ったので、今度はゴート王まで笑いだした。

　戦いはいつも危険に満ちている。現にシーナは、ハッシュウィルから逃げる時に、追っ手の槍で瀕ひん死しの重傷を負った。

　なのにこうしてまた戦いの場に戻っても、和なごやかにしていられた。

　これもみんなとの信頼関係があるからだと思う。

「私、国を失い、両親を失い、とても辛い思いをしたけれど、今はとても幸せです」

　シーナはゴート王に向かって、微笑みながら言った。

「みんなと知り合えてよかった。それにラウル・メイデンになったことで、これまで知らなかった世界をいろいろと知ることもできたし」

「不思議なのは、なぜ最初から本当のことを言わなかったかだ」

　ゴート王に訊かれて、シーナは正直に答えた。

「ラウル・メイデンは自由だったから。きっと陛下は、最初から何もかも話しても、快こころよく私達を助けてくれたでしょう。でもそれでは、自分でしたことにならない。何とか自分でやれるところまでやろうって思っていたんです」

「姫は頑固で、意地っ張りだからな。もう少し素直になってくれてもよかったのに」

「そうですね。結局は、こうしてみんなに頼っているんですものね」

「頼られたことはいいんだ。問題なのは、ラウルが男だと思っていたばかりに、私がいろいろと恥ずかしい部分を見せてしまったことだ」

　くすっとシーナが笑う。つられてゴート王もまた笑った。

「陛下、恥ずかしい部分を見せても、姫は陛下のお側にいらっしゃいます。それは一番、理想的な関係ではないでしょうか」

　レディ騎士が生真面目な口調で言ったので、今度はシーナが顔を赤らめていた。

「えっ、ジョージアって、そういう考えなの？　だったら俺も、もっと正直にいろいろと告白するべきなのかな」

　ジュードの言葉に、またもやレディ騎士の眉がぴくりと上がった。

　その時、白豹ウラルが、もの凄い勢いで走ってきた。

「ウラルが戻ったわ。ハイルが来るっ！」

　ウラルはすぐにシーナに体をすり寄せる。

『アレンが、ハイルを追ってくる』

「アレンがっ！」

『アレンは手前で待ち伏せしていたんだが、ハイルを仕留めきれなかったんだ。残っている無敗軍団は五人。ウラル騎士団も後を追ってくる』

「わかったわ。ウラル騎士団とアレンが、ハイルを追っています。残っているのは、ハイルと五人の兵」

　シーナは皆に告げると、その場ですぐに弓に矢を番つがえて構えた。

　ついに追い詰めたのだ。もはやハイルといえども、逃げ延びることはできないだろう。

　馬の蹄ひづめが遠くから聞こえてきた。かなりの数聞こえるのは、追っ手が追いついているからだ。

　そしてついにシーナの目は、銀色の髪を見つけた。

「外したら、アレンに当たる」

　間が悪いことに、アレンも必死になってハイルの側についていたからだ。

「大丈夫よ。私には風が味方してくれる」

　シーナは最初の矢を、ハイル目がけて射た。

　見事に矢は、ハイルの左腕を射貫いた。その時の衝撃で、走り続けていた馬もついに倒れた。

　地面に転がったハイルを、アレンは馬から飛び下りて剣で狙う。

　それぞれが剣を手にして、素早く道まで降りていった。そこに追いついた無敗軍団が、一気に襲いかかる。

　シーナはまた弓で、無敗軍団を狙った。ウラルが体内に入っていない時は、やはりシーナも非力だ。無敗軍団の剣を相手に、十分に戦うことはできない。だが弓だったら、ほぼ正確に狙うことができた。

　追いついたウラル騎士団の中から、ミトリが一番先に馬を下りて、アレンの援護に回った。

　けれどミトリは、アレンに戦わせるつもりなのか、あえて手出しはしない。

　そうだ、これは自分達の戦いなのだと、シーナは思った。

　城を逃げ出した時から、ずっと続いている戦いだ。それがついに、終わろうとしている。

　決着をつけるのは、自分達兄きよう妹だい以外にいないだろう。

　けれどハイルは、左腕を負ふ傷しようしながらも、まだ果か敢かんに戦っていた。

　傷だらけの無敗軍団兵は、最後の気力を振り絞ってハイルを守ろうとする。彼らにとってハイルは、やはり王なのだ。騎士道などとうになくしたハッシュウィルでも、王に忠誠を誓ちかう兵はまだ残っていた。

　もし彼らの仕える王が、まともな王だったらと思うと、シーナは悲しくなる

　剣が折れ、全身傷だらけだろうに兵は戦う。もうどう足あ搔がいても、圧倒的に数では負けているというのに。

　もう少しでハイルとアレンの勝負がつきそうになった時、いきなり矢が飛んできて、周囲の地面が爆発した。

　ハイルの到着が遅くなったことに気がついて、船で待っていた一行が迎えに来たのだ。彼らの手には、まだ爆薬が残っていたのだろう。続けて大音響が響いて、地面が土つち煙けむりを上げて飛び散った。

「行かせるかっ！」

　アレンは必死にハイルに追いすがる。けれどその隙にハイルは、手近にいた馬に飛び乗ってまたもや逃げてしまった。

「アレン、こっちよ」

　シーナもすぐに馬を捕らえて飛び乗ると、アレンを後ろに乗せて走りだす。

「もう少しだったのに」

「すぐに追いつくわ」

「気をつけろ。また爆薬で狙われる」

　そう言った途端に、頭上を火矢が掠かすめ、続けて背後で立木が吹き飛んでいた。

「まだ爆薬が残っていたのね」

「でもここまで使わなかったのは、もうそんなにないからだ。新しく作っている暇がなかったのか、量がなくて助かった」

　とはいえ、まだ油断はできない。シーナはしっかり前方を見ながら、馬を走らせる。そうしているうちに、海が見えてきた。

　小型の帆はん船せんが、入り江に停てい泊はくしている。そこに向かって、ハイルはひたすら馬を走らせている。

「ハイル、逃げても無駄よ。シェルランドも援軍を寄よ越こした。ゴシュラムを海から攻めても勝てないんだからっ」

　シーナの叫びに、ハイルが振り向くことはない。

　ついにハイルは船に辿たどり着いた。そして素早く乗り込んでしまう。シーナとアレンも馬を降りて追ったが、船に飛び乗ることはできなかった。

「アレン、泳ぐ？」

「泳いでも追いつけるだろうか」

　二人とも甲冑を身につけている。そのまま海に飛び込むことはできない。

　呆然としている二人の横を、その時、真っ白な海鳥がすーっと過ぎっていった。
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　金の髪をした二人の姿は、すぐに離れていった。ハイルは左腕に刺さった矢を引き抜くと、荒い息をしながら笑った。

「殺せるものなら殺してみろ。結局、いつもおまえらはそこまでなんだ。甘やかされていて、何かと人を頼りにして……私、一人殺せない。お人好しの馬ば鹿か者どもがっ」

　ハイルは額に流れる汗を、まだ自由になる右手で拭ぬぐった。するとべったりと血が付いた。どうやら額を斬られたらしい。

「蘇よみがえってから、腕を上げたな、アレン」

　同じような甲冑姿で、同じ髪をした二人。そのうちの一人、妹のシーナは弓を構えている。

「無理だ。海風を計算しろ。おまえの矢は、届かない」

　ところがシーナの矢は、見事にハイルの足下に突き刺さった。

「火矢はまだあるか……」

　ハイルはよろけながら、船上の兵に尋ねる。

「はっ、ございます」

「では、あの二人にお見舞いしてやれ」

　ところが兵が火矢を弓に番えた瞬間、真っ白な海鳥が飛んできて、兵の顔に鋭するどい爪を食い込ませた。兵の手元が狂い、火矢は船の床に落ちてしまう。それと同時に、船の甲板が派手に砕け散った。

　続けて海鳥は、真っ直ぐにハイルに向かって飛んできた。

　ハイルは急いで剣を握り、海鳥を斬り殺そうとする。確かな手応えがあり、海鳥はギャーッと鳴くと、真まっ二ぷたつになって床に転がった。

　けれど次の瞬間、ハイルは自分の中に、とんでもないものが入ったことを知った。

「出ていけ。そこで何をしてる」

『ぼろぼろだな、ハイル。お陰で隙だらけだったから、すんなり移動できたよ』

「出ていけっ。さっさと出ろ」

『それよりみんなに知らせろよ。この船、沈むぞ』

「馬鹿な……」

　すでに岸からは、大分離れていた。もう少し行けば、速い海流に乗れる。そうすればすぐに船団に追いつけるはずだった。

　ハイルはすぐに船の様子を点検した。甲板が砕け散っただけではなかった。船体の横にも穴があき、そこから浸水が始まっている。

　帆ほを張っても、これでは真っ直ぐに進めない。じきに沈んでしまうのは明らかだ。

『しょうがねぇなぁ。この意地っ張り。自分のことしか考えてないのかよ。いつでもおまえはそうなんだ。仲間を平気で見殺しにする。だから人気ないんだって』

「うるさいっ。黙れっ」

『俺がやってやるよ』

「船が浸水した。全員、船を捨ててただちに陸に戻れ。この距離なら、まだ泳いで戻れる」

　ハイルの口を使って、いかにもハイルらしくウラルは命じた。すると船にいた全員が、身軽になって次々と海中に飛び込んでいく。

『さぁて、ハイル。俺を殺したいだろう。だったら、どうする？』

「黙ってろっ。今、それを考えてるところだ」

『寄生主ぬしが死んだら、俺は死ぬけどね。そうなるとハイル。おまえも死なないといけなくなるぞ。そこが問題だよな。何しろ、ハイル、おまえは自分だけが可愛いんだから』

　もはやどうすることもハイルにはできない。何か思いついても、その考えはすべて読まれてしまうのだから。

「だったらそっちはどうするつもりだ。私の中に入って、私を食い尽くすつもりか」

『俺に人食いの趣味はないよ。まぁ、このまま一生、添い遂げるってのも、それはそれでいいけどね。何しろ俺は長生きだ。おまえがあと、そうだな、せいぜい五十年生きるとしても、それくらいなら付き合ってやってもいいぜ』

「お断りだ。おまえのような偽ぎ善ぜんの塊と一緒にいるくらいなら、自ら死を選ぶ」

『あっ、そう。正直でいいね。もっとも俺には、どんな噓もつけないんだけど』

　ハイルは絶望的な思いで、風にはためく帆を見上げた。

　どうして何もかもうまくいかないのだろう。すべてがこのおかしな神のせいだというのに、ハイルには神を消し去ることができない。ここでもし自分が死んでも、神はきっと海鳥か何かを呼び寄せて、悠ゆう々ゆうと生き延びてしまうのだろう。

　生き物のいない世界に行かなければ、神を消すことはできない。だがそんな世界に行ったら、ハイルも死んでしまうのだ。

『甲冑を外せ。そろそろ入水の準備だ。ハイル、仲良く陸まで泳ごう』

「嫌だ、嫌だっ、嫌だーっ。おまえなんかといたくない」

　ハイルは剣を手にして、喉のど元もとに突きつけた。

「海鳥を呼べなければ、おまえも死ぬぞ」

『ああ、いいよ。その覚悟はできてる。俺もさ、どうやら仲間に見捨てられたみたいなんだ。寂しい者同士、仲良く、生きることを終わりにしよう』

　ふっと目の前が暗くなる。それと同時にハイルは、水の中の不思議な世界をかいま見せられていた。

「何だ、ここは……」

『ほらっ、今、緑色の小さな塊が、大きな塊から追い出されただろ。あれが俺さ』

「えっ……」

　金属でできた魚のようなものが、その緑色の塊を銀色の球体の中に押し込めていた。その球体には見覚えがある。シーナが抱えて逃げたものだ。

　球体はさらに大きな魚のようなものに積み込まれて、いきなり爆発と共に空に飛び上がっていた。

『あのさ。これって一方通行じゃないの。ちゃんと回収に来るシステムなのね。なのに俺さ、もう千百年もほっとかれてるんだよ。そのうち、八百年は寝てたけど』

「何の話をしてるんだっ」

『もう俺はいらないって、見捨てられたみたいだね。だから俺、別にここで生きていても、あんまり意味ないんだよ。だからハイル、おまえを一人で死なせるのは可哀想だから、付き合ってやることにした』

「余計なことを。私は、死んだりしない。逆におまえを食い殺してやる」

　だがどんな意識を集中しても、ハイルの中からウラルの気配を消すことはできなかった。

「ウラル――ッ」

　海を渡って、声が聞こえる。見ると岬みさきの突とつ端たんに、きらきらと光る金色の髪が見えた。

『お嬢ちゃんか……可愛い、いい子だったよ。もう少しで、惚ほれちまうとこだったなぁ』

「双子の片割れか……」

『おまえは兄ちゃんのほうにふられたな。お互いふられた者同士、慰なぐさめ合うか？』

「もうやめてくれ。気が狂いそうだ」

『おまえはとうに狂ってる……自分でもわかってただろ』

　ふっとハイルは笑った。

　そのとおりだ。自分はとうに狂っていたと、ハイルにもわかっている。

　兄を殺した。弟も殺した。そして父も殺した。何人殺したかも、もう覚えていない。そして殺したことでの、罪の意識はまるでなかった。

　甲冑を脱がせようと、体が自然に動きだす。それをハイルは驚きよう異い的な精神力で押しとどめた。

『おっ、まさかそのまま海に入るつもりか？　甲冑が何でできてるか知ってるだろ。鉄だ。鉄は浮かない。沈むんだぞ』

「ああ……海の底深くな……」

『……死体も浮き上がらないくらい深くだよ……』

「そうだ。浮き上がらない」

　ハイルはおかしそうに笑いだす。そうしてもう半分近く沈み始めた、船を見回した。

「もうわかっているだろうが、私はおまえが嫌いだ」

『別にいいよ、嫌われても。俺は、おまえのこと、そんなに嫌いでもないけどね』

「そのおまえの善人ぶりが嫌いだ。おまえの考えている正しいことが、すべて正しいとは限らない。なのにおまえは、それをみんなに伝染させていく」

『ハイルが恐怖を植え付けていくようにな』

「……そうだ……だから嫌いなんだ」

　舳へ先さきのほうに移動して、ハイルはそこに座り込んだ。そして空を見上げる。

　陽はすでに傾き始め、青かった空が、オレンジともピンクともいえない色に染まり始めていた。
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「私が死んだって、世界は何も変わらない。人を支配する能力に秀でた人間は、これからも生まれてくるだろう。おまえはそのたびに正義の拳を振り上げるつもりか？」

『歴史に介入するのは、俺の仕事じゃない。だけど俺は人間ってやつが好きだから、ついつい手を出してしまう。迎えが来ないのは、あるいは俺が人間と同調しすぎて、元の世界じゃ異分子になっちまったからかもな』

「私も異分子だと……」

『そうだよ。生まれる時代を間違えたのかもしれないし、才能の使い道を間違えたかだ。なぁ、ハイル、世界を支配したって、たかだか星一つさ。この世界も、空にあるたくさんの星の一つに過ぎないんだ。失敗したって、たいしたことじゃない』

「たかが星一つか。そうだな」

　ハイルはまたもや笑いだす。

　なるほど、この神の一番嫌なところに、自分も簡単に染まったなとハイルは思った。

　この神といると、生きることがそんなにたいしたことではないと思えてくる。そして自分が取り憑かれていたことが、すべて愚かに思えてしまうのだ。

『甲冑を脱げよ、ハイル。泳ごう』

「嫌だ。一緒に、海の底まで行くんだろ？」

『ああ、だけどハイル。正直言って、フェアじゃない。なぜなら海水ってのは、君らの血液と成分が非常に似ていてね。俺としちゃ、大気に晒されるより、ずっといやすい場所なんだよ』

「なら死ぬのは私だけか。神のくせに平気で騙すんだな」

『いや、俺が入れるような大きさの生き物がいないと、やはり無理だ。結構体積があるもんでね。虫ぐらいじゃ無理だ。それとあんまり脳の小さい生き物もな』

　ついに船は勢いよく沈み始め、ハイルの足も水中へと入っていく。けれどハイルは、やはり甲冑は脱がないままだった。

「ウラル――――ッ」

　またもや声が聞こえる。

「今すぐ海鳥でも呼んだらどうだ。そうすれば、あの金色の姫のところに戻れるぞ」

『おまえを一人にしておきたくないんだ。生きるにしても、死ぬにしても、一人は嫌だろう？』

「ああ、そうだな。だが、おまえといるくらいなら、一人のほうがいい」

　ついにハイルの体は、胸元まで水に入ってしまった。足先に当たっていた船体の感触もなくなっている。

「神も一緒に消えるなら……まぁ、満足だ」

　ハイルの言葉が消えるか消えないうちに、その姿はついに海中に沈んだ。
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「ウラル――――ッ、ウラル、お願い、戻ってっ」

　海が見渡せる岬の突端で、シーナは声を限りに叫んでいた。

「シーナ、もう無理だ。ウラル神は最初から、ハイルを道連れにして、死ぬつもりだったんだよ」

　アレンは今にも海に飛び込みそうなシーナの体を、しっかり抱きしめながら慰める。

「嫌よっ、どうしてウラルが犠牲になるの？　私達がもっと早く、ハイルを討てばよかったんだわ。わ、私は、わざと頭を狙わなかった。ううん、狙えなかったのよ。そのせいでウラルが」

　アレンに縋り付いて、シーナは泣いていた。

　泣いてもウラルは戻らない。そうわかっていても、泣かずにはいられなかったのだ。

「私の力が、ハイルに及ばなかったからだ。何度も機会はあったのに、決定的にやっつけられなかった。火矢さえなければ、あの時にとどめを刺せたのに……」

　どんな後悔しても、ハイルを討てなかったのは事実だ。そしてハイルは、ウラルを宿したまま海の中に消えてしまい、浮かび上がってくることはなかった。

「シーナ姫、ウラル神は神だ。そう簡単に消えるとは思えない。海には、たくさんの生き物がいるのだから、諦めることはない」

　ゴート王は、優しく声を掛ける。するとアレンは、縋り付いていたシーナの体を引き離し、ゴート王へと預けた。

「ゴート王、いろいろとありがとうございます。今よりまた、ウラルに戻り、国の再建に着手します。ゴート王も今から、ゴシュラムの戦況を確認しに行かねばならないかと思いますが」

「だが戦は終わった。ハイルがいなくなったハッシュウィル軍には、もう戦う理由がない。次に王位に就く者との、和平交渉次第となるだろう」

「ゴシュラムへの上陸は、ないと思われるのですか？」

「海岸で待ち受けるゴシュラム、それにシェルランドの大軍を見たら、忠誠を誓うべき王がいないのに戦えると思うか？　私なら戦わない。それよりただちに国に戻って、次に自分に報ほう酬しゆうを支払ってくれる相手を探す」

「そのとおりです……逆にすぐに戻らないと、自分の居場所がなくなる」

　二人が頷き合っているのを見て、シーナはゴート王の胸を叩いた。

「どうして……どうしてそんなに冷静でいられるの。ウラルが、ウラルが犠牲になったっていうのに」

「シーナ。亡くなった兵の家族も、皆、同じように思っているはずだ。これが戦というものなんだよ。だからこそ、戦などない、よい治ち世せいを我々は行わないといけないんだ」

　アレンの冷たい言葉に、シーナはまた泣きだす。ゴート王はシーナを抱きしめ、その背中を優しくさすりながら言った。

「シーナ姫、両親を亡くされ、家族のようにしてきたウラル神も見失って、悲しむ気持ちはわかる。だが、アレン王の言うとおりだ。大勢の民が、同じように悲しんでいる。私としては、あなたと離れるのは何より辛いが……」

　そこでゴート王は、シーナの顎あぎとに手を添えて、自分のほうに向かせながら言った。

「一度、ウラルに戻りなさい。そして民と一緒に、思い切り悲しむといい。そして泣くだけ泣いたら、今度は……未来を考えよう」

「ゴート様……」

「あなたが立ち上がったら、民もきっと立ち上がる。失ったものはもう戻らないが、語る者がいれば、ずっと彼らは思い出の中で生き続けられるんだから、あなたは神についてのよき語かたり部べとなるべきだ」

「……私が……何を語り継げと言うんです」

「戦いの愚かさ。愛する者を失う悲しみ。それを知っていて、我が身を犠牲にした神、いや、我々の古くからの友達のことを、皆が忘れないように語り継ぐべきだ」

　シーナの脳裏に、神殿に描かれていた神の物語が蘇った。

　光る球体。人々に様々なことを教える、若き神官の姿をした神。魔物の姿となって表される疫えき病びようを薙ぎ払い、羊や牛の飼い方を教えた神。

　もし神殿が新たに造り直されるなら、そこにまた新しい神の物語が加わる。

　白豹の姿をして、双子の王子と王女を助け、国を再興させた神の物語が。

「きっと神の物語は終わらないわ。私達が死んでも、まだ歴史は続いていくように。そうよ、続きが……あるはず」

　シーナはゴート王に抱きついて、何年分もの涙を流した。
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　神殿が再建されていく様子を、シーナはレディ騎士と共に見守っていた。爆撃で破壊された部分を、新たな石壁で埋めていく。そして漆しつ喰くいで固め、白く塗ぬっていくのだ。

　奇跡的に、絵が描かれた部分は破壊を免まぬかれていた。

「あれから一ひと月つきにもなるのに、ウラル、戻ってこないわ。やっぱりハイルと一緒に、消えちゃったのかな」

　白豹ウラルの背を撫なでながら、シーナはため息をつく。

　ウラルに平和が戻った。先王と王妃、それに今回の戦いで亡くなった者の盛大な鎮ちん魂こん式を行い、その後でアレンは、戴冠して正式にウラル王となった。

「あの時、シェルランド軍が来てくれたのには驚いたわね」

「ハッシュウィルがザルセンと組むと脅したのが、効果があったようです。実際に戦いになったら、シェルランド軍なんて使い物にならないでしょうけどね」

「シェルランドには、本当に戻らなくていいの？」

「はい、私は姫のお側にいることに決めました。またゴシュラムに、戻ることにはなりそうですが」

レディ騎士は何を思い出したのか、珍しく口元を開いて笑っている。

「何がおかしいの？」

「いえ、そろそろゴシュラムにお戻りにならないと、伝令が疲れ切っているのではないかと」

「そうね。ゴート様ったら、毎日、手紙をくれなくてもいいのに。しかも贈り物まで添えてくるし。あれを全部、ゴシュラムに持っていかせるつもりかしら」

　このところのゴート王の手紙は、いつも同じような文面で埋まっている。で、あなたはいつお戻りになるおつもりですかと。

「なぜ、ゴシュラムに戻られないんです？」

「だって、戻ったら王妃になるのよ。そうしたら今よりもずっと自由でいられなくなる。私、今でも時々、ラウル・メイデンに戻りたいって思うの」

　ゴシュラムより北にあるウラルの冬は寒い。二人とも暖かい羊の毛で編あんだコートを着ていたが、それでもやはり戸こ外がいは寒かった。

「ウラル、寒いわね。そろそろ火のある部屋に戻りましょう」

　南の国の獣は、やはり寒さには弱いようだ。すぐに火のある場所に行きたがる。

「ゴシュラムも南のほうは、かなり暖かいそうですよ」

「ジョージア、もしかしてあなた、ご自分がゴシュラムに戻りたいんじゃなくて？」

　シーナは少し意地悪かなと思ったが、つい言ってしまった。

「何しろ赤髪の騎士は、ゴート王の第一騎士になられたから」

「あれは間違った選択です。他にも優秀な騎士は大勢います。何で、よりによってあのジュードを、陛下は第一騎士になどしたのですか？」

　本心をごまかすためだろうか。やけにレディ騎士は早口だ。

「ラウル・メイデンのほうが、第一騎士として相応しかった？」

「もちろんです。メイデン子爵は、かなり博識でしたし、王にも意見ができる、素晴らしい人材でした」

「大食いで、大酒飲みで、勇敢で、博識で……あーあ、もう一度、ラウル・メイデンとして生きてみたい」

　どんなに姫としては自由に振る舞っても、やはりラウルでいた時の自由さには比べようがない。だからといってシーナには、今さら王族の地位を捨て、ゴート王と別れて生きることはできなかった。

「姫、それはやはりわがままです。ウラル神なくしては、ラウル・メイデンになることは叶かなわないのですから、やはりご自分らしく生きるべきでは？」

「ええ……わかっているの。姫だろうが、王妃だろうが、騎士だろうが、女性が自由に生きられないわけじゃないって、わかっているつもりなのに……」

「もしかしたら姫、ラウル・メイデンに恋してらしたのですか？」

「えーっ、だってあれは私なのよ」

「そうでしょうか？」

　レディ騎士の言葉に、シーナは考え込む。

　あるいはそうかもしれない。大好きだったアレンの姿をしていて、優しいウラルの心を持っていたラウル・メイデン。それはまさにシーナの理想の男だっただろうか。

　しかも現実の男ではないから、ゴート王やジュードのように、色恋に情熱を傾けるといった、男の厄介な部分も持ち合わせていなかった。　

　風に乗って、ひらひらと雪が舞っていた。ウラルでは山岳部以外は、積雪になるようなことはあまりないが、城の庭園がうっすらと雪ゆき化げ粧しようするくらいにはなる。

「私、ウラルがした約束を守らないと。狼使いのアゼルに、ゾエラ山の裾すそ野のの森を、譲じよう渡とする約束」

「そうですね。神が戻られないようなら、姫が代わりに果たすべきでしょう」

「アゼルが死んだら、国有地として保護するように、ウラル王に署名させましょう。何しろアレンは、アゼルに助けられたことすら覚えていないんだから」

　城内に戻ろうとしたシーナは、その時、城に入ってきた馬車に気がついた。

「あら、あれは……」

　飾り気はないが、高価な資材で作られた馬車には見覚えがあった。

　御者にも見覚えがある。そして御者の横に乗っている、従者にも。

「レディ・サナ。どうして今頃」

「ゴート王はついに痺しびれを切らして、姫をその気にさせてくれるよう、レディ・サナに頼み込んだのではありませんか？」

「そんな……でも、ゴート様ならやりそう」

　シーナはドレスの裾を翻して、車寄せに走っていった。

「レディ・サナ」

　いつの間になったのか知らないが、従者となったルウドが馬車の扉を開くなり、シーナは叫んでいた。

「お会いしたかったわっ。ご挨拶もできずに、ゴシュラムを出てしまったから」

　ルウドに手を引かれて降り立ったレディ・サナに、シーナはいきなり抱きついた。

「シーナ姫、私もお会いしたかったです。いろいろと大変でしたのね」

「ええ……」

　レディ・サナの手を取り、シーナは涙ぐむ。

「いきなりの訪問の無礼をお許しください。急に寒くなって、悪い病が流行りそうですの。こちらの神殿には、そういった時の対処法を書いたものがあると訊いて、よろしければ拝見させていただきたくまいりました」

「まぁ、レディ・サナ。噓でもいいから、私に会いたくてとおっしゃって」

「も、もちろん、シーナ姫にも、とても会いたかったです」

　シーナは黙って、ぎゅっとレディ・サナに抱きついた。

　ウラルが消えてしまったことを、レディ・サナと共に悲しみたい。アレンもゴート王も、ジュードもバズも、レディ騎士でさえ、いつか戻ってくると楽観的なことを言って慰めてくれるだけだ。けれどシーナは、誰よりもウラルが消えたことを悲しんでいた。

「寒かったでしょ。中にお入りになって。温かいミルクに、蜂蜜を入れて飲みましょう。暖まりますから」

「ええ、その前に、古文書を見せていただけますか？　すぐに内容を写し取らせますから」

　言われてシーナは、ちらっと背後を振り返る。

　ルウドがひどく生真面目な顔をして立っているのが、何だかおかしかった。

「では、神官に部屋に運ばせますわ。ルウド殿も、どうぞ、ご一緒に」

「い、いえ。私は、別室で、書き物机だけいただければ」

　真っ赤になってルウドは答える。

「あら、少し暖まらないと、指先が凍こごえていたら、羽根ペンなんて使えません。剣を扱うようにはいかないんだから」

　悪いた戯ずらっぽく笑うと、シーナはレディ・サナと腕を組んで歩きだす。

「あの、陛下から手紙と贈り物を預かってまいりましたの。実は、伝令がその悪い病に罹かかりまして」

「……」

　シーナが困った顔をすると、レディ騎士がすかさず言った。

「この寒空に、毎日必死になって馬を飛ばして、ゴシュラムとウラルを往復していたら、それは病にもなりますよね」

「わかりました。では、早速、レディ・サナがお帰りになる時に、ゴート様に手紙を預けます」

　シーナの返事に、レディ・サナとレディ騎士は同時にほっとした顔になる。

「ウラルはいいところなのに、みんなひどいわ」

「でもシーナ姫。私も、その、あんなに落ち着きのない陛下を見ているのは、とても耐えられませんの」

「そうね……思いやりが足りませんでした。でもあの城に戻ると、またウラル神のことを思い出しそうで、辛かったんです」

　ゴート王の部屋の下には、かつてラウル・メイデンの部屋があった。今ではそこは、第一騎士であるジュードの部屋になっているのだろう。

　けれどシーナにとっては、今でもあの部屋には、ラウル・メイデンがいるような気がするのだ。

　窓から外を見ていた、ラウル・メイデン。

　シーナの目で、ウラルは何を見ていたのだろう。

　すべての生き物の友となれるウラルにとって、世界はきっと限りなく大きかったはずだ。

「レディ・サナ、今夜はジョージアも一緒に、ずっと語り明かしましょう。ルウド殿のお仕事は、とても一晩では終わりそうにないくらい、時間がかかりそうですもの」

　もう私は、女の子に戻ったの。だから同じような年頃の女の子と、お話しするのが楽しいの。

　そう思いたいけれど、シーナの心にはまだ、ウラルへの思いが消えてはいなかった。
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　レディ・サナが帰った後、シーナは言いしれない寂しさに襲われた。

　アレンは国を再興することで忙しい。レディ騎士は時折、ウラル騎士団に混じって武術訓練をしている。そんな時、シーナは一人だ。

　もちろんやりたいことがないわけではない。けれどいずれウラルを出るシーナが、この国で何かを始めるのは難しい。

「こんな時、ウラルがいたらなぁって思うの。いい話し相手になると思うんだけど」

　自室の暖だん炉ろの側で、白豹に話しかけていたシーナは、ばたばたと走ってくる足音に顔を上げた。

「姫様っ！」

　ミトリの母親であり、シーナとアレンの乳母であるカンナが、真っ赤な顔をして走ってきたのだ。

「どうしたの、カンナ」

「ただ今、ゴシュラム王が、供をお一人連れただけで、う、馬でいらっしゃいました」

「……そういえば、いつかそんな約束をしたわ」

　いつか一人で迎えに行くと、ゴート王は言っていた。けれどさすがに一人では、何かあったらいけない。そこで第一騎士のジュードだけを連れて、ゴート王ははるばるウラルまでやってきたのだ。

「お通しして……いえ、私が行くわ」

　シーナは立ち上がり、気合いを入れて大おお股またに外に出ていった。

　ゴート王は馬を下り、所在なさげに佇たたずんでいる。その横にいるジュードは、落ち着きなく城内の様子をちらちらと観察していた。

「わざわざお越しいただき、恐きよう縮しゆくです、陛下」

　シーナはドレスの裾を持ち上げて、姫らしく挨拶をした。

「元気そうだ。ほっとした。だが私は、あまり元気じゃない」

「私のせいだとおっしゃりたいのですか？」

「そう、あなたのせいだ」

　ゴート王は微笑むと、シーナの背後で狼う狽ろたえているカンナに向かって言った。

「姫のマントをすぐに用意してくれ」

「マントですか？」

「ああ、すぐに」

　カンナは慌てて、シーナのためのマントを取りに走った。

「あの、まさかこのまま私を、ここから連れ去るおつもり？」

「約束しただろう？　忘れてはいないはずだ」

「ええ、覚えておりますけど」

　ジュードはそわそわし始めた。そこでシーナは、それとなく言ってあげた。

「ジョージアだったら、ウラル騎士団と武術訓練中よ。ハッシュウィル王を倒したアデル卿と、最近よく剣の稽古をしているみたいだけど」

「……へ、陛下、ちょっとその、見学に行ってきてもいいですか？　ジョージアより強い騎士なんて、そうはいないと思うけど……シーナ姫、その、アデル卿ってのは、色男かな」

「私達に似た金の髪をしていて、若くて、強くて……そうね、とても綺麗な顔立ちの……」

「失礼します」

　ジュードはゴート王をそのままに、さっさと城の中庭から聞こえる、武術訓練中の声を目指して行ってしまった。

「まぁ、陛下の第一騎士なのにっ」

　シーナを見ていたゴート王は、そこで笑いだした。

「相変わらず、悪戯好きな姫だな。ほどよく意地悪なところが、シーナ姫らしい」

「意地悪じゃありませんわ。だってアデル卿、あのままでは本気でジョージアを誘いそうなんですもの」

「そうか、ではマッカラン卿も、ただちに連れ帰らないとな」

　カンナがシーナのマントを手に戻ってきた。そしてゴート王に対して、腰を屈め、できるだけ顔を見ないようにして臣下らしく言った。

「アレン陛下にお取り次つぎいたします。すぐにお席をご用意いたしますので」

「いや、その必要はない。アレン王はご多た忙ぼうだろう。よければゴシュラム王が、大切な妹君を攫さらっていったとだけ伝えてくれ」

「はぁっ？」

　ゴート王はカンナの手からマントを受け取ると、それを恭しくシーナに着せかけた。

　そしてシーナを自分の愛馬である、見事な黒馬の背に、抱え上げて乗せてしまった。

「あ、あのっ、陛下、あらっ、それはいったい」

「カンナ、いいのよ。私、今から、ゴシュラムに攫われていくわ」

「ひ、姫様」

「心配しないで。ウラル、一緒にいらっしゃい。ちょっと長いお散歩よ」

　いつもシーナと一緒にいる白豹は、迷うことなくシーナの側に近づいてきた。

「この時を待っていた」

　すぐに馬に乗ると、ゴート王はもうジュードのことなど待たずに、馬を歩かせ始めた。

「姫様。そんな、何も持たずに」

「カンナ、婚姻の式には招待するわ。ミトリと一緒にいらっしゃい。これまでいろいろとありがとう」

　シーナはカンナに手を振った。けれどカンナに、アレンを呼んできてとは頼まなかった。

　アレンだったらわかってくれる。そしてきっと笑ってくれるだろう。

「やっと手に入れたな」

　ゴート王は、シーナの体を背後から包み込むようにする。そして唇を、シーナの髪にそっと押しつけた。
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「陛下のくせに、お一人で来るなんて。それに今は、私達二人きりです。危ないとか思わないんですか？」

「どうして。最強の弓の使い手と、獰どう猛もうな獣がいるんだぞ。危ないはずがない」

「何かあったら、私に弓矢を預けてくれます？」

「もちろんだ。あなたが私を守り、私があなたを守る。そうやって生きていこう」

「はい」

　寂しかったはずなのに、今はもう何も感じない。心はとても温かで、幸せな気持ちになっていた。

　これが誰かを愛するということだと、シーナは知っている。

「母は、父が死ぬまで側にいました。そして私を助けるために、命を差し出しました。私は、母のように、ゴート様が死ぬまで側にいます。そして我が子が殺されそうになったら、命に代えても守ります」

　寂しくはない。けれどシーナの頰を涙が伝う。

　こんな素晴らしい相手に愛され、攫われていくこの幸福な姿を、両親に見せたかったと今頃になって思ったのだ。

「子供には、泳ぎを覚えさせよう。そして姫でも、剣と弓は教える。あなたが竪琴と歌を姫に教え、私は王子に王とは何かを教える」

「あなたがゴシュラムの歴史を教え、私はウラルの歴史を教える」

「そうだな。そして私達は、子供達に愛するとはどういうことかを教える」

「命の大切さを教え、この世界は、人のためだけにあるのではないと教える」

「それもあった。素晴らしい」

「まだありますわ。ダンスの時は、決してレディの足を踏まないこと」

「狩りに行ったら、必要以上に獲物を捕りすぎないこと」

　二人はそこで同時に笑いだした。

「シーナ姫、少しだけ後ろを向いてくれないか？」

　ゴート王の甘い囁きに、シーナは僅かに顔を後ろに向けた。するとゴート王は、素早くシーナの唇にキスをする。

　今はそれだけで、二人にとっては十分だった。








◆◆◆






　それから五年が過ぎた。

　シーナはゴシュラム王妃となってから一年後、双子の兄きよう弟だいを生んだ。二人はあまり似ていない。なぜか一人は黒髪、もう一人は金色の髪をしていたからだ。

　贅沢を望むような王妃ではなかったが、シーナは唯一の贅沢として、夫となったゴート王に船をねだった。今はその船に乗って、海上をゆっくりと進んでいる。

　四歳になった双子は、船の上でも剣の稽古をやっている。どちらも負けず嫌いなところは似ていて、相手が負けを認めるまでやめないのだ。

「おかあしゃま。ラウルが相手じゃつまんない。おけいこして」

　いきなり袖そでを引かれて、シーナは海に向けていた顔を子供達に向ける。

　一応長男になっている黒髪のマリスは、ゴート王の父の名を受け継いでいた。そして次男のラウルは、シーナが思い出の名前としてつけたのだ。

「どうして、マリス。お母様じゃ強すぎて、あなた達の相手にならないわ」

「だからいいの。だってぼく、もっとつよくなりたいもの」

「ずるいっ、マリス。だったらぼく、おとうしゃまにおけいこしてもらうっ」

　ラウルはぷっと頰を膨らませて、怒っていたが、そんな顔をするとシーナにそっくりだった。

「お母様は海が見たいの。ジョージアに相手してもらいなさい」

「ジョージアはつよすぎるから、だめーっ」

　マリスもまた、眉を吊り上げて怒る。そんな顔は、ゴート王にそっくりだった。

「おかあしゃま、海が好きだよね。どうして海がそんなに好きなの？」

「んっ……海にはね。友達がいるの……もしかしたら会えるかなと思って、こうして海に来るのよ」

　シーナは決してウラルのことを忘れていない。だから今でも、こうして海を訪れるのだ。

　ハイル亡き後のハッシュウィルは、次男のラスタが王位を継承した。農業王とあだ名されるラスタは、土壌の改良に成功し、荒れ地を緑に変えてしまった。

　これもウラルの遺産だ。あの愚かだったラスタに、そんなことが思いつけるはずはない。

　けれど誰も、それがウラルの功績だと知らない。きっと過去にも、同じようなことはいっぱいあったのだろう。

「うわーっ、おかあしゃま、見てぇ。おおっきなお魚」

「ほんとだっ、白黒だよ」

　マリスとラウルが騒ぎだした。見ると大きな鯱しやちが、海面から顔を出して、船に向かって進んでくる。

「あれは鯱っていうのよ。危ないから下がりなさい」

「どうしてぇ」

「なんでぇ」

「大きなお魚でも、ぺろっと食べちゃうの」

　シーナは双子を自分の背後に隠した。

「困ったわ。この船に体当たりするつもりかしら」

　鯱はどんどん近づいてくる。そして何を思ったのか、船の手前で泳ぎを止めると、水中でくるくると回りだした。

「えっ……」

　その様子は、どう見ても、何かを伝えたがっているように見える。

「まさかっ」

　シーナは突然、ドレスを脱ぎ始めた。そして下着姿になると、海に飛び込んでいた。

「うわーんっ、ジョージア、助けて。おかあしゃまが、食べられちゃうよーっ」

　マリスの悲鳴を聞きつけて、レディ騎士が船せん倉そうから飛び出してきた。

「王妃っ！　何をなさってるんですっ」

　だがシーナは巧みに水を搔き、鯱に近づいていった。

「まさか、まさか……ああ、ウラル、あなたなのっ」

　シーナが側に来ると、鯱はすべての動きを止めた。そしてじっとしている。その背びれに、シーナはしっかりと摑つかかまった。

『やぁ、お嬢ちゃん。って、言っても、今はおねぇさん、いや、お母さんかな』

「ウラル、心配したのよ。どうして、何も言わずに消えてしまったの」

『いやぁ、あんまり海の中が居心地いいからさ。ついつい楽しんでたら、何年も過ぎちまったみたいだな』

「いいの、それならいいの。ウラルが幸せなら……」

　シーナはしっかりとウラルに抱きつき、もう何も言わずに思いをすべて伝えた。

『そうか、幸せそうだね。マリスとラウルか。ラウルは大食いかな』

　ウラルの中から、笑いが伝わってくる。シーナも笑った。

「そうよ、揚げパンが大好きなの」

『そりゃよかった。あれは確かに美味かったものな』

「もう人間の世界には戻らないの？」

『まぁ、そのうちね。海に飽あきたら戻るかもしれないが』

「せっかく会えたのに。白豹のウラルもまだ元気よ」

　けれどウラルの中から、じゃあすぐに戻るよとの返事はなかった。

「おかあしゃま、すごーい。しゃちとお友達なの？」

「おかあしゃま、その子、ラウルを食べない？」

　子供達の声に、シーナは笑って手を振ってみせた。すると何を勘違いしたのか、二人の王子は服を脱ぎだし、海に飛び込もうとしたが、レディ騎士に捕まってしまった。

「ジョージア、ぼくもいくーっ」

「ぼくもーっ、はなしてーっ」

　ぎゃーぎゃー騒ぐ王子達も、さすがにレディ騎士には敵かなわない。

『シーナ。人の一生は短い。だから後悔しないように生きろ』

「ええ……ウラルも、迎えが来るといいわね。だって、いつまでも一人じゃ寂しすぎるわ」

『いいや、これはこれで楽しいさ。それにウラルの神殿にある古文書。あれな、空飛ぶ船、宇宙船の造り方が書いてあるんだ』

「何それ？」

『いつか君ら人間の文明がもっと進んで、宇宙船を造れるようになったら、俺は自分の星に帰るよ。もっともその頃には、故郷の星もなくなってるかもしれないが』

「それはいつ？」

『さあね。いつだろう。それまで消えずにいられたら、それはそれで楽しいさ』

　ウラルはそれだけ伝えると、そっとシーナの体を押した。

「またさよならなの。でも、会えるわよね。海に来るから、この船よ。覚えていて、ウラル。きっとまた会えると、信じてるから」

　さよならというように、鯱は器用にひれを振ると、そのまま海中深くに潜もぐってしまった。

　海の底には、今でも甲冑があるのだろうか。

　悲しみや怒り、憎しみといったものと一緒に、深く、深く、二度と浮き上がることなく、沈んでいるのかもしれない。








終わり　　










　あとがき




　最後までお読みくださり、ありがとうございます。

　長い間、といっても一年半ですが、お付き合いくださり読者様には、感謝しております。ついに、そうついに完結です。

　思い起こせば二年近く前、担当様より新レーベル起ち上げのお話を伺うかがいました。ボーイズメインに書いている物書きなのですが、ファンタジーはあまり書く機会がなかったので、こんなネタでよければといった感じで、とんとんとんと話がまとまりました。

　そして書きだしたのでずか、思ったより長くなってしまいました。それでも終わりまで書かせてくださったビーズログ文庫編集部様と、ついてきてくださった読者様に、今はただありがとうと心から感謝するばかりです。

　イラスト、お願いいたしました佐さ倉くら汐しお先生には、何度ご迷惑をお掛けしたことでしょう。タイトなスケジュールにもかかわらず、いつも素晴らしいイラストを戴きました。この場をお借りして、お礼申し上げます。佐倉先生のイラストで、キャラクター達も命を戴きました。私の脳内では、キャラクターがみんな佐倉先生の描かれた姿で、暴れ回っていたものです。

　本当にこの一年半、誰よりも作者である私が、楽しませていただいたように感じます。

　読んでくださった皆様が同じように喜んでくださったとしたらこれ以上の幸せはありません。

　終わってしまうとなると、何だか寂しいですね。お馴な染じみのみんなと、これでさよならかぁと、一人ため息をついています。

　けれど物語はここで終わっても、彼らの時間はまだ続いているのですものね。きっと素晴らしいドラマが、それぞれの人生にはあることでしょう。

　シーナもアレンも大好きだったけれど、やはり神様が、私的には一番気になります。

　もしかしたらこの現代、どこかでそれとなく生きてるのかもしれません。たとえば白犬に入って、どっかの家のお父さんになってたり……い、いや、それはないか。

　さて、またページの都合で、後書きをたくさんいただきました。そこで本編で書き入れられなかった部分を、おまけで少し。だって、ちょっと気になるし……。




〈おまけ〉

　ジュードは大おお股またで、城の中庭に向かって歩いていた。これはかなりまずいことになったと、

　内心焦あせりまくっていたのだ。自分より強い男しか相手にしないと言っていたレディ騎士だが、ジュード以外にも強い男がいると知ったらと思うと、気が気ではない。

「俺は頭が悪いからな。その分、不利なんだよ。ゴート王の第一騎士にもなって、身分としてはかなりいいとこまできてるけど、それだけで認めてくれるジョージアじゃないし」

　内庭ではウラル騎士団の一行が、剣の訓練をしていた。その中でも一ひと際きわ目立つのは、金色の髪の大柄な若者だ。

「あっ……あれか。ちょっとまずい。いや、うんとまずいかもしれない……」

　ジュードは焦あせった。レディ騎士が相手をしている男は、ハッシュウィルの新王を一撃で倒したと噂うわさの騎士、アデル卿きようだろう。

　アデルは嬉うれしそうだ。レディ騎士は相手が強いので、それだけで満足して稽けい古こに励はげんでいるのだが、ジュードにはレディ騎士までが別の意味で幸せそうに見えてしまう。

「あの男に一手申し込むか。そして負けたら、さらにまずくなるな。うわっ、どうしよう」

　緊張してジュードが近づいていくと、すぐにレディ騎士は気がついた。そして失礼するとアデルに断って、ジュードに向かって怒ったような顔を見せた。

「サビル卿、こんなところで何をしている？」

「いや、ゴート王の供をして、やってきたんだ」

「ゴート王の供？　王は姫を迎えに来たのか？」

「ああ、自分の馬で、俺だけを連れて」

「そうか……ついにか。アデル卿、お相手してくださり感謝する。貴殿のように優すぐれた騎士がいる限り、ウラル騎士団も安あん泰たいだろう」

　レディ騎士は、すぐに稽古をやめて、シーナのところに行こうとする。その腕をアデルは摑つかんで言った。

「明日は暇ひまがありますか？　よければ馬で遠出でも」

　するとそこにすかさずジュードは割り込んだ。

「いやぁ、悪いねぇ。今から姫君をゴシュラムに送らないといけないんだ。さっ、ジョージア、急がないと、ゴート王は気が短いから」

　レディ騎士の逆の腕を摑み、ジュードはすぐにその場からレディ騎士を連れ出そうとした。

「貴殿、まさか王を一人にしたのか？」

　引っ張られるようにして歩きだしたレディ騎士は、眉まゆを上げてジュードを睨にらみ付ける。

「いや、だって二人きりで話したいこともあるかと思って、気を利きかせたんだよ」

「アレン王への取り次ぎは？　それも第一騎士の仕事だろう？」

「い、今からやるってば。そんなにぽんぽん怒らなくてもいいだろう。一ヶ月ぶりに会ったっていうのに」

　ところが元の場所に戻ると、そこにいたのは呆ぼう然ぜんとしたカンナだけだった。

「あれ……王が……いない」

「王と未来の王妃、二人きりで行かせたのか？　警護は誰がしてる？」

　レディ騎士に睨まれて、ジュードは焦った。

「何だよ、陛下。少しくらい待っててくれてもいいじゃないか。ジョージア、急いで後を追おう。すぐに追いつくさ」

「これだからな、ジュードは。ああ、不ふ甲が斐いない……」

「も、もしかして、さっきの男のほうがいいなんて思ってないよな。ジョージア、ないって言ってくれ――っ」

　ジュードの頰に、レディ騎士の平手がばちっと破は裂れつした。




　てなことに、きっとなっていたに違いないでしょう。目め出で度たし、目め出で度たし？




　本当に最後になってしまいました。皆様の心の中に、彼らがいつまでも生き続けてくれることを、祈ってやみません。

　ご感想など、編集部宛に送っていただけましたら、とても嬉しいです。

　では、またビーズログ文庫で……。


剛ごう　しいら拝　　　
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著者

剛しいら

Siira Gou




誕生日は６月９日、双子座でＡ型。

東京都出身、千葉県在住。

最近のマイブームはお握り。

王道のシャケ、たらこに梅干から、洋風にアレンジしたものもいろいろと楽しんでいます。

お気に入りは、ミートボール入りの、カレーピラフお握り。

スイーツ大好きだけど、さすがに生クリームや、チョコ入りにはチャレンジしてません。
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佐倉 汐

Shio Sakura




７月３日生まれ、蟹座のＡ型。大阪府出身。

この夏地元大阪に戻り、たこ焼き三昧な日々を送っています。

時代・国・職種を問わずの「制服」好き。

最近は戦国武将の鎧兜のシルエットにときめいています。
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